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今号の表紙
　平成29年春季火災予防運動にちなんで、3月4日に春日・大野城・那珂川消防本部
で行われた「キッズ消防士〜消防士の仕事を体験しよう」の救助訓練の様子。この他、
はしご車搭乗、放水訓練、心肺蘇生法や応急手当てを学ぶ救急訓練の体験を通して、
35人の参加者は火災の恐ろしさや災害対応の重要性を学びました。
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共
に
育
て
る「
共
育
」の
推
進

◎
生
き
る
力（
知
力・心
力・体
力・食
力
＋
市

民
性
）の
育
成

◎
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル（
Ｃ
Ｓ
）の
展
開

■
き
め
細
や
か
な
指
導・推
進
体
制

▽
確
か
な
学
力
の
向
上

◆
校
内
研
修
、関
係
者
Ｃ
Ｓ
研
修
の
充
実

◆
学
力
調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
授
業
改
善

◆
外
国
語
活
動
指
導
員・Ａ
Ｌ
Ｔ
の
配
置

◆
小
学
校
６
年
生
30
人
以
下
学
級
編
制

◆
ま
な
び
や
春
日（
モ
デ
ル
事
業
）

◆
習
熟
度
別
少
人
数
指
導
、個
別
指
導
の

実
施

◆
連
携
に
よ
る
家
庭
学
習
の
促
進

▽
い
じ
め
の
防
止
等
対
策
の
推
進

◆
学
校
、家
庭
、地
域
、関
係
機
関
と
の
協

力
体
制
の
強
化

◆「
春
日
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」に
基

づ
く
校
内
体
制
強
化
、ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
活
用

▽
不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援

◆
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
と
ス
マ
イ
ル
ル
ー

ム（
中
学
校
校
内
適
応
指
導
教
室
）の
交

流
◆
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
と
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
と
の
体
験
交
流

◆
不
登
校
専
任
教
員
、ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
、お
は
よ
う
指
導
員
に
よ
る
支

援
◆
筑
紫
地
区
４
市
１
町
進
路
説
明
会

▽
特
別
支
援
教
育
の
充
実

◆
特
別
支
援
教
育
士
を
中
心
と
す
る
体
制

強
化

◆
特
別
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
充
実

◆
サ
ポ
ー
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
、特
別
支
援

教
育
支
援
員
活
用

◆
こ
と
ば
の
教
室（
通
級
指
導
教
室
）の
充

実
◆
個
別
指
導
計
画
の
確
立

▽
福
祉・
医
療
な
ど
を
含
め
た
総
合
的
支
援

の
推
進

◆
15
年
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
の
推
進（
幼
稚

園
、保
育
園
、民
生
委
員
、福
祉
部
局
な

ど
と
の
連
携
）

◆
子
ど
も
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー
の
機
能

充
実
に
向
け
た
検
討

▽
新
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応

◆
小
学
校
外
国
語
活
動（
全
学
年
）の
継
続

的
実
施

◆
小
学
校
外
国
語
活
動（
中・
高
学
年
）教

科
化
に
向
け
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
研
究

■
心
と
体
づ
く
り

▽
豊
か
な
心
の
育
成

◆
全
教
育
活
動
を
通
し
た
道
徳
教
育
の
充

実
◆
児
童
生
徒
の
地
域
活
動
の
推
進

◆
児
童
生
徒
の
市
民
性
自
己
内
評
価
実
施

（
通
知
表
添
付
）

◆
知
の
チ
ャ
レ
ン
ジ「
小
学
生
国
語・算
数

テ
ス
ト
」（
市
民
参
加
）

◆
英
語
暗
唱・ス
ピ
ー
チ
大
会

◆
俳
句
大
会

◆
春
日
市「
社
会
科
基
底
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
」、県
副
読
本
な
ど「
か
が
や
き
」「
あ

お
ぞ
ら
」を
活
用
し
た「
中
学
校
ブ
ロ
ッ

ク
授
業
交
流
会
」

▽
体
力
の
向
上
と
食
育
の
推
進

◆
体
力
調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
取
り
組
み

の
工
夫

◆
体
力
ア
ッ
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ

◆
運
動
習
慣
形
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
ギ
ュ
ッ
！
パ
ッ
！
運
動
な
ど
）

　
◆
弁
当
の
日

◆
給
食
を
活
用
し
た
食
育
の
充
実

◆
か
す
が「
食
育
だ
よ
り
」発
行

■
安
全・安
心
の
環
境
づ
く
り

▽
安
心
し
て
学
び
、暮
ら
せ
る
環
境
の
整
備

　
◆
通
学
路
安
全
点
検

▽
自
助
意
識
、安
全
対
応
能
力
の
向
上

◆
避
難
訓
練
、防
災
訓
練
の
実
施

◆
自
転
車
安
全
教
室（
小
４
、中
学
生
）の

実
施

◆
交
通
安
全
カ
ル
タ
の
作
成

学
校
教
育
の
充
実

春日市教育委員会が、平成29年度に取り組む施策と主要事業をお知らせします。

問い合わせ先　教務課教育総務担当　☎（584）1111（代表） F（584）1153

平成29年度 春日市の教育
   エデュケーションかすが

△学校給食(上)、
　お弁当の日（下）

2市 報 か す が
平成29年4月1日
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■
家
庭・地
域
の
教
育
基
盤
づ
く
り

▽
学
び
の
場
づ
く
り
の
推
進

　
◆
弥
生
の
里
児
童
画
大
賞
展

　
◆
実
行
委
員
会
形
式
に
よ
る
成
人
式

　
◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
◆
社
会
教
育
関
係
団
体
な
ど
へ
の
支
援

▽
家
庭
教
育
力
の
向
上

　
◆
入
学
説
明
会
で
の
子
育
て
講
演
会

　
◆
家
庭
教
育
学
級

▽
地
域
教
育
力
の
活
性
化

　
◆
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場

◆
地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る
交
流
会

◆
青
少
年
育
成
市
民
会
議
と
の
連
携

◆
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
研
修

◆
学
社
連
携（
Ｐ
Ｔ
Ａ
、各
種
団
体
な
ど
）

■
読
書
の
ま
ち
づ
く
り

▽
生
涯
の
学
び
と
暮
ら
し
に
役
立
つ
図
書
館

づ
く
り
の
促
進

　
◆
案
内・し
ら
べ
も
の
業
務
の
充
実

◆
健
康
講
座
、郷
土
講
座

　
◆
移
動
図
書
館
サ
ー
ビ
ス

　
◆
大
活
字
本
、朗
読
Ｃ
Ｄ
の
貸
出

▽
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進

◆
小
学
生
読
書
リ
ー
ダ
ー
、中
学
生
学
校

図
書
館
活
用
講
座

　
◆
フ
ァ
ー
ス
ト
ブ
ッ
ク
事
業

◆
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
、交
流
会

　
◆
夜
の
図
書
館

文
化
財
の
保
護
・
教
育
資
産
と

し
て
の
活
用
推
進

■
文
化
財
保
護
に
よ
る
次
世
代
へ
の
継
承

▽
文
化
財
情
報
の
収
集
お
よ
び
記
録
保
存
の

た
め
の
調
査
な
ど
の
実
施

◆
遺
跡
、民
具・古
文
書
な
ど
の
情
報
収
集

◆
遺
跡
発
掘
調
査
お
よ
び
報
告
書
の
作
成

▽
文
化
財
の
保
存・管
理

◆
国
指
定
史
跡
須
玖
岡
本
遺
跡
保
存
活
用

計
画
の
策
定

　
◆
文
化
財
専
門
委
員
の
活
用

◆
須
玖
タ
カ
ウ
タ
遺
跡
出
土
青
銅
器
鋳
型

レ
プ
リ
カ
製
作

■
文
化
財
の
活
用

▽
春
日
市
の
文
化
財
に
対
す
る
理
解
の
促
進

　
◆
奴
国
の
丘
フ
ェ
ス
タ

◆
市
報「
奴
国
写
真
館
」コ
ー
ナ
ー
、ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト

◆
各
種
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
作

成・活
用

◆
Ｊ
Ｒ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
活
用

◆
考
古・
民
俗
企
画
展
、わ
く
わ
く
歴
史

体
験
、や
き
も
の
作
り
教
室
、ブ
ラ
か

す
が
歴
史

散
歩

◆
歴
史
文
化

を
学
ぶ
遺

跡
見
学

◆
地
域
へ
の

出
前
講
座

◆
ガ
イ
ド・

や
き
も
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
協
働

▽
遺
跡
、文
化
財
施
設
な
ど
の
活
用
促
進
の

た
め
の
整
備

◆
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
な
ど
の
維
持
管

理

　
◆
史
跡
地
の
樹
木
管
理

■
児
童
生
徒
へ
の
個
別
支
援

▽
家
庭
環
境
に
応
じ
た
就
学
、子
育
て
支
援

◆
就
学
援
助
制
度
の
周
知

▽
子
ど
も
の
実
態
に
応
じ
た
学
習・
登
校
支

援
　
◆
ま
な
び
や
春
日

◆
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー・ス
マ
イ
ル
ル
ー
ム

◆
こ
と
ば
の
教
室（
通
級
指
導
教
室
）

■
安
全
で
快
適
な
空
間
の
創
造

▽
学
校
施
設
改
修
の
計
画
的
推
進

◆
天
神
山
小
学
校
大
規
模
改
修
工
事
、校

舎
増
築
工
事

　
◆
中
学
校
４
校
空
調
整
備
工
事

　
◆
小
学
校
２
校
屋
上
防
水
改
修
工
事

▽
社
会
教
育
施
設
改
修
の
計
画
的
推
進

◆
星
の
館
、

奴
国
の
丘

歴
史
資
料

館
な
ど
の

維
持
管
理

教
育
環
境
づ
く
り
の
推
進

社
会
教
育
の
充
実

△家庭教育学級

△親子向け読書
　活動

△子ども会リーダー研修

△白水大池公園星の館

△歴史を学ぶ遺跡見学

市 報 か す が
平 成 2 9 年 4 月 1 日3
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交通安交
通
安
全
県
民
運
動
の
基
本

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
〜

事
故
に
遭
わ
な
い
、
起
こ
さ
な
い
〜

▽
運
転
者
は
、「
よ
く
見
る
、
早
く
見

つ
け
る
、
素
早
い
反
応
」で
、
思
い

や
り
の
あ
る
運
転
を
行
い
ま
し
ょ

う
。
特
に
、
高
齢
者
は
、
運
転
能
力

に
応
じ
た
安
全
運
転
を
心
掛
け
る
と

と
も
に
、
ゆ
と
り
の
あ
る
運
転
を
実

践
し
ま
し
ょ
う
。

▽
車
両
に
乗
る
全
て
の
人
が
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
正
し
く
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

▽
歩
行
者
は
、
暗
い
時
間
帯
に
外
出
す

る
と
き
や
自
転
車
に
乗
る
と
き
は
明

る
い
服
装
を
着
用
し
、
自
分
の
存
在

を
周
り
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

▽
飲
酒
運
転
は「
絶
対
に
し
な
い
、
さ

せ
な
い
、
許
さ
な
い
」そ
し
て「
見
逃

さ
な
い
」こ
と
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

▽
自
転
車
は「
車
両
」で
あ
る
こ
と
を
認

識
し
、
次
の
き
ま
り
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

自
転
車
安
全
利
用
五
則

①
自
転
車
は
車
道
が
原
則
、
歩
道
は
例

外
②
車
道
は
左
側
通
行

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄
り

を
徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る（
飲
酒
運
転
や

二
人
乗
り
、
並
進
の
禁
止
、
夜
間
は

ラ
イ
ト
を
点
灯
、
交
差
点
で
の
信
号

遵
守
と
一
時
停
止
・
安
全
確
認
）

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

問
い
合
わ
せ
先　
安
全
安
心
課
防
犯
安

全
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
３

４
月
６
日
〜
15
日

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

平成28年 平成27年 比較

発生件数 792件 905件 -113件
負傷者数 1036人 1180人 -144人

自転車関連事故 172件 176件 -4件
高齢者（65歳歳以上）

関連事故 191件 230件 -39件

飲酒運転関連事故 3件 6件 -3件

■春日市交通事故統計

　

つ
い
で
隊
と
は
、「
組
織
的
に
活
動

す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
個
人
で
何
か

地
域
の
役
に
立
つ
こ
と
を
し
た
い
」と

考
え
る
人
の
た
め
に
、
平
成
16
年
に
始

ま
っ
た
個
人
レ
ベ
ル
で
の
防
犯
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。

　
つ
い
で
隊
は
、犬
の
散
歩
や
買
い
物
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
通
勤
な
ど
の
個
人
の

日
常
生
活
の「
つ
い
で
」に
、
腕
章
な
ど

の
防
犯
グ
ッ
ズ
を
着
用
し
て
ま
ち
を
見

守
り
ま
す
。
取
り
組
み
方
は
皆
さ
ん
の

自
由
で
す
。

　
平
成
28
年
12
月
末
現
在
の
つ
い
で
隊

登
録
者
数
は
、
筑
紫
地
区
内
で
約
１
万

人
、
市
内
で
は
約
４
２
０
０
人
で
す
。

犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な
春
日
市
の

実
現
の
た
め
に
も
、
皆
さ
ん
の
登
録
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
象　
満
16
歳
以
上
で
、
市
内
に
居
住

ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る

人

申
込
方
法　
登
録
申
込
書
を
直
接
窓
口

へ
提
出
す
る
か
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
申
し
込
む

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合
は
、
送
信
後
、

電
話
で
送
信
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
登
録
申
込
書
は
、
安
全
安
心
課
窓
口

で
配
付
す
る
他
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト（http://w
w

w
.city.kasuga.

fu
ku

o
ka.jp

/life/so
n

ae/
bouhan/tuidetai.htm

l

）か
ら
も

入
手
で
き
ま
す
。

防
犯
グ
ッ
ズ

▽
腕
章
：
無
料（
実
費
２
０
０
円
は
、市 

自
治
会
連
合
会
が
補
助
し
ま
す
の

で
、登
録
者
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
）

▽
ワ
ッ
ペ
ン
：
２
０
０
円（
希
望
者
の

み
）

防
犯
グ
ッ
ズ
の
受
け
取
り
方
法

▽
窓
口
申
し
込
み
の
場
合
：
登
録
申
込

書
の
提
出
と
引
き
換
え
に
、
そ
の
場

で
受
け
渡
し

▽
フ
ァ
ッ
ク
ス
申
し
込
み
の
場
合
：
安

全
安
心
課
か
ら
申
込
者
に
電
話
し
、

受
け
取
り
日
時
の
確
認
後
、
同
課
窓

口
で
引
渡
し

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
安
全
安
心
課

防
犯
安
全
担
当（
市
役
所
３
階
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
３　

何
気
な
い
日
常
の「
つ
い
で
」に

ま
ち
を
見
守
っ
て
み
ま
せ
ん
か
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平
成
29
年
１
月
27
日
付
け
で
公
表
さ

れ
た
、
平
成
28
年
全
国
消
費
者
物
価
指

数
の
実
績
値
を
踏
ま
え
、
４
月
以
降
の

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当

額
が
、
０・１
％
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当

○
全
部
支
給（
月
額
）　

平
成
29
年
３
月
ま
で
：
４
万
２
３
３ 

０
円

平
成
29
年
４
月
か
ら
：
４
万
２
２
９ 

０
円

○
一
部
支
給（
月
額
）　

平
成
29
年
３
月
ま
で
：
４
万
２
３
２ 

０
円
〜
９
９
９
０
円

平
成
29
年
４
月
か
ら
：
４
万
２
２
８ 

０
円
〜
９
９
８
０
円

○
第
２
子
加
算
額

　
▽
全
部
支
給（
月
額
）

平
成
29
年
３
月
ま
で
：
１
万
円

平
成
29
年
４
月
か
ら
：
９
９
９
０

円

　
▽
一
部
支
給（
月
額
）

平
成
29
年
３
月
ま
で
：
９
９
９
０

円
〜
５
０
０
０
円

平
成
29
年
４
月
か
ら
：
９
９
８
０

円
〜
５
０
０
０
円

○
第
３
子
以
降
加
算
額

　
▽
全
部
支
給（
月
額
）

平
成
29
年
３
月
ま
で
：
６
０
０
０

円平
成
29
年
４
月
か
ら
：
５
９
９
０

円

　
▽
一
部
支
給（
月
額
）

平
成
29
年
３
月
ま
で
：
５
９
９
０

円
〜
３
０
０
０
円

平
成
29
年
４
月
か
ら
：
５
９
８
０

円
〜
３
０
０
０
円

特
別
児
童
扶
養
手
当

▽
１
級（
月
額
）

平
成
29
年
３
月
ま
で
：
５
万
１
５
０ 

０
円

平
成
29
年
４
月
か
ら
：
５
万
１
４
５ 

０
円

▽
２
級（
月
額
）

平
成
29
年
３
月
ま
で
：
３
万
４
３
０ 

０
円

平
成
29
年
４
月
か
ら
：
３
万
４
２
７ 

０
円

問
い
合
わ
せ
先　
こ
ど
も
未
来
課
母
子

児
童
担
当（
市
役
所
２
階
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
１
５

　
自
主
的
な
環
境
保
全
活
動
の
支
援
を

目
的
と
し
た「
春
日
市
環
境
保
全
活
動

事
業
補
助
金
制
度
」の
補
助
金
を
希
望

す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
団
体　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す

団
体

▽
良
好
な
環
境
の
保
全
、
創
造
の
た
め

の
活
動
を
行
う

▽
活
動
が
市
内
を
中
心
に
行
わ
れ
、
ま

た
市
内
に
事
務
を
行
う
場
所
が
あ
る

▽
規
約
な
ど
が
あ
り
、
事
業
の
執
行
お

よ
び
経
理
を
的
確
に
行
え
る

▽
団
体
が
５
人
以
上
で
組
織
さ
れ
、
代

表
者
が
い
る

▽
政
治
活
動
や
宗
教
活
動
、
営
利
活
動

を
目
的
と
し
な
い

▽
暴
力
団
で
な
い
、
暴
力
団
ま
た
は
暴

力
団
員
と
親
密
な
関
係
を
有
し
な
い

対
象
活
動　
市
環
境
基
本
計
画
に
沿
っ

た
、
次
の
い
ず
れ
か
の
活
動

▽
さ
わ
や
か
な
空
気
の
確
保

▽
静
け
さ
の
確
保

▽
き
れ
い
な
水
の
確
保

▽
水
辺
環
境
の
整
備
、
活
用

▽
ま
ち
の
み
ど
り
の
創
出

▽
弥
生
の
里
の
面
影
を
残
す
環
境
資
源

の
保
全

▽
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

▽
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

▽
ご
み
の
発
生
回
避

▽
資
源
の
循
環
的
利
用
の
実
践

▽
ご
み
の
不
適
正
処
分
、
不
法
投
棄
の

防
止

▽
隣
人
を
思
い
や
る
生
活
活
動
の
実
践

▽
環
境
教
育
・
学
習
推
進
体
制
の
整
備

と
参
加

▽
環
境
に
関
す
る
知
恵
を
伝
え
る

▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
の
支
援
、
活

動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

対
象
期
間　
交
付
決
定
を
受
け
た
日
〜

平
成
30
年
３
月
31
日

補
助
金
額　
対
象
経
費
の
合
計
額
ま
た

は
10
万
円
の
ど
ち
ら
か
低
い
額

※
対
象
と
な
る
経
費
な
ど
に
は
条
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、申
請
を
行
う
際
は
、

事
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法　
12
月
15
日
㈮
ま
で
に
、
直

接
窓
口
に
提
出
す
る

※
申
請
書
、
提
出
資
料
な
ど
は
、
窓
口

ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

w
w

w
.city.kasuga.fukuoka.

jp
/life/g

o
m

ika
n

ky
o

u
/

ecology/hozenhojo.htm
l

）
か

ら
入
手
で
き
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
環
境

保
全
担
当（
市
役
所
３
階
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
７

４
月
か
ら
改
定
さ
れ
ま
す

児
童
扶
養
手
当・特
別
児
童
扶
養
手
当

環
境
保
全
活
動
を

支
援
し
ま
す
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※第1回では自動車を出品する予
定です。

市からのお知らせ

　
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
と
は
、
市
税
な
ど
の
滞
納
者
か
ら
差

し
押
さ
え
た
財
産
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

オ
ー
ク
シ
ョ
ン（
ヤ
フ
ー
㈱
運
営
）を
利

用
し
て
、売
却
す
る
公
売
手
続
き
で
す
。

※
参
加
申
し
込
み
に
当
た
り
、
事
前
の

登
録（
無
料
）が
必
要
で
す
。

※
参
加
申
し
込
み
の
際
に
、
公
売
保
証

金
の
納
付
が
必
要
な
物
件
が
あ
り
ま

す
。

※
詳
し
く
は
、
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
官
公
庁

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
サ
イ
ト
で
確
認

し
、
参
加
す
る
場
合
は「
春
日
市
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」を
必
ず
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
度
開
催
予
定　
下
表
参
照

※
日
程
は
、
ヤ
フ
ー
㈱
が
、
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
財
産
差
し
押
さ
え
の
状
況
に
よ
り
、

春
日
市
の
出
品
を
見
合
わ
せ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

注
意
事
項　

▽
代
金
は
、
振
り
込
む
か
、
直
接
窓
口

で
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
物
件
は
、
送
付
を
依
頼
す
る
か
、
直

接
窓
口
で
引
き
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
送
付
を
希
望
す
る
場
合
、
送
付
依

頼
書
を
提
出
し
、
送
料
は
、
落
札

し
た
人
が
負
担
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
物
件
は
、
現
状
有
姿
で
引
き
取
っ
て

も
ら
い
ま
す
。
市
は
瑕か

し疵
担
保
責
任

を
負
い
ま
せ
ん
。

▽
落
札
し
た
後
の
辞
退
や
返
品
は
で
き

ま
せ
ん
。

▽
出
品
物
は
、
未
使
用
で
あ
っ
て
も
中

古
品
扱
い
と
し
ま
す
。
経
年
劣
化
や

汚
れ
、
傷
な
ど
が
あ
る
物
件
も
あ
り

ま
す
。

▽
売
却
決
定
前
に
滞
納
市
税
の
完
納
な

ど
が
あ
っ
た
と
き
は
、
期
間
中
で
も

公
売
中
止
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
納
税
課
納
税
推
進
担

当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
１

差
し
押
さ
え
た
財
産

Ｙヤ

フ

ー

ａ
ｈｏｏ
！
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
公
売
し
ま
す

参加申込期間 入札期間 最高価
申込者
決定日

代金納付期限
参加申込開始 参加申込締切 入札開始 入札締め切り

第1回 4月11日㈫
午後1時

4月27日㈭
午後11時

5月9日㈫
午後1時

5月11日㈭
午後11時 5月12日㈮ 5月19日㈮

午後2時30分

第2回 5月26日㈮
午後1時

6月12日(月)
午後11時

6月19日㈪
午後1時

6月21日㈬
午後11時 6月22日㈭ 6月29日㈭

午後2時30分

第3回 7月6日㈭
午後1時

7月24日(月)
午後11時

7月31日㈪
午後1時

8月2日㈬
午後11時 8月3日㈭ 8月10日㈭

午後2時30分

第4回 8月17日㈭
午後1時

9月4日(月)
午後11時

9月11日㈪
午後1時

9月13日㈬
午後11時 9月14日㈭ 9月21日㈭

午後2時30分

第5回 9月28日㈭
午後1時

10月16日(月)
午後11時

10月23日㈪
午後1時

10月25日㈬
午後11時 10月26日㈭ 11月2日㈭

午後2時30分

第6回 11月8日㈬
午後1時

11月21日㈫
午後11時

11月28日㈫
午後1時

11月30日㈭
午後11時 12月1日㈮ 12月8日㈮

午後2時30分

第7回 平成30年1月10日㈬
午後1時

平成30年1月23日㈫
午後11時

平成30年1月30日㈫
午後1時

平成30年2月1日㈭
午後11時

平成30年
2月2日㈮

平成30年2月9日㈮
午後2時30分

第8回 平成30年2月15日㈭
午後1時

平成30年2月27日㈫
午後11時

平成30年3月6日㈫
午後1時

平成30年3月8日㈭
午後11時

平成30年
3月9日㈮

平成30年3月16日㈮
午後2時30分

■平成29年度インターネット公売実施予定表
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国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に
関
す

る
事
項
を
審
議
す
る
、
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
の
委
員（
被
保
険
者
を
代

表
す
る
委
員
）を
募
集
し
ま
す
。

　
委
員
は
、
年
に
３
回
程
度
の
会
議
に

出
席
し
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営

に
関
す
る
助
言
を
行
い
ま
す
。

対
象　
市
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
の

市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

（
市
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
）

で
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運

営
に
関
心
が
あ
る
人

※
市
の
付
属
機
関
な
ど
の
委
員
に
な
っ

て
い
る
人
は
除
き
ま
す
。

任
期　
８
月
１
日
〜
平
成
31
年
７
月
31

日（
２
年
間
）

報
酬　
会
議
出
席
１
回
当
た
り
６
５
０ 

０
円（
別
途
、
旅
費
と
し
て

１
０
０
０
円
支
給
）

募
集
人
員　
３
人
以
内

選
考
方
法　

書
類
審
査
、
面
接（
書
類

審
査
後
、
対
象
者
へ
通
知
）

応
募
方
法　
４
月
28
日
㈮（
必
着
）ま
で

に
、
申
込
書
に
記
入
し
提
出
す

る（
郵
送
可
）

※
申
込
書
は
、
国
保
医
療
課
窓
口（
市

役
所
１
階
）か
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w

w
.city.kasuga.

fukuoka.jp/

）で
入
手
で
き
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　
国
保
医
療
課

国
保
担
当（
〒
816
ー
８
５
０
１

春
日
市
役
所
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
１

　　　
市
は
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関

す
る
市
の
施
策
や
、
人
権
侵
害
に
つ
い

て
の
苦
情
ま
た
は
救
済
の
申
し
出
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　
受
け
付
け
た
苦
情
に
つ
い
て
は
、
申

出
人
や
関
係
者（
相
手
方
）か
ら
話
を
聞

き
、
男
女
共
同
参
画
推
進
の
視
点
か
ら

公
平
・
公
正
に
検
討
し
、
必
要
な
場
合

は
相
手
方
に
改
善
を
求
め
、
申
出
人
に

も
報
告
し
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守

ら
れ
ま
す
。

苦
情
な
ど
の
申
出
方
法　
苦
情
等
申
出

書
を
提
出
す
る

※
代
理
人
が
提
出
す
る
場
合
は
、
委
任

状
が
必
要
で
す
。

※
苦
情
等
申
出
書
は
、
市
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
窓
口（
光
町
１
ー
73
）か

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://w

w
w

.
city.kasuga.fukuoka.jp/

）で
入

手
で
き
ま
す
。

申
出
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　
人
権

市
民
相
談
課
人
権
男
女
共
同
参

画
担
当（
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
内
）

☎（
５
８
４
）１
２
０
１

F（
５
８
４
）１
１
８
１

　
市
は
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
や
疾
病

予
防
な
ど
の
施
策
に
つ
い
て
協
議
す
る

春
日
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
に
関
心
を
持
っ
て
い
る

あ
な
た
か
ら
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

対
象　
20
歳
以
上
の
市
民

※
市
の
付
属
機
関
な
ど
の
委
員
に
な
っ

て
い
る
人
は
除
き
ま
す
。

任
期　
７
月
１
日
㈯
〜
平
成
31
年
６
月

30
日
㈰（
２
年
間
）

活
動
内
容　

年
２
回
程
度
の
会
議（
午

後
７
時
〜
）に
出
席
し
、
健
康

づ
く
り
に
関
す
る
事
項
を
協
議

す
る

報
酬　

会
議
出
席
１
回
当
た
り
６
５ 

０
０
円（
別
途
、
旅
費
と
し
て

１
０
０
０
円
を
支
給
）

募
集
人
員　
２
人
以
内

選
考
方
法　
書
類
選
考
の
上
、
面
接

応
募
方
法　

４
月
３
日
㈪
〜
28
日
㈮

（
消
印
有
効
）に
、申
込
用
紙（
応

募
要
項
に
備
え
付
け
）と
応
募

動
機（
１
２
０
０
字
以
内
）を
提

出
す
る（
郵
送
可
）

※
応
募
要
項
は
、
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
窓

口（
昇
町
１
ー
１
２
０
）か
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト（http://w

w
w

.city.
kasuga.fukuoka.jp/

）で
入
手
で

き
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ
ー

ツ
課
健
康
増
進
担
当（
〒
816
ー

０
８
５
１
昇
町
１
ー
１
２
０
い

き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

春
日
市
男
女
共
同
参
画

苦
情
処
理
制
度

春
日
市
健
康
づ
く
り
推
進

協
議
会
委
員
募
集

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

委
員
を
募
集
し
ま
す

市報が届かないときは

　市報かすがは、毎月1
日号・15日号を全戸へ
配布しています。
　発行日になっても届
かないときは連絡してく
ださい。すぐにお届けの
手配をします。
問い合わせ先　秘書広

報課広報広聴担当
（市役所5階）

☎（584）1111（ 代 表 ）
F（584）1145
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国
民
年
金
の
学
生
納
付
特
例
は
、
毎

年
申
請
が
必
要
で
す
。
平
成
29
年
度
分

（
平
成
29
年
４
月
〜
平
成
30
年
３
月
）の

申
請
は
、
４
月
か
ら
受
け
付
け
開
始
で

す
。
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
日
本
年
金
機
構
か
ら
申
請
は
が
き
が

届
い
た
人
は
、
必
要
事
項
を
記
入
し
郵

送
で
申
請
で
き
ま
す
。
ま
た
、
市
民
課

年
金
担
当（
市
役
所
１
階
）窓
口
で
も
申

請
で
き
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度
と
は

　
学
生
で
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下

な
ど
の
条
件
に
合
う
と
き
に
、
本
人
が

申
請
し
て
承
認
を
受
け
る
と
、
一
定
期

間
、
保
険
料
の
納
付
義
務
が
猶
予
さ
れ

ま
す
。

　
学
生
納
付
特
例
期
間
は
、
老
齢
基
礎

年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
、

万
が
一
の
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
を
受
け
る
と
き
に
必
要
な

受
給
資
格
期
間
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
将
来
受
け
取
る
年
金
の
額

に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
は
、
10
年
以
内

に
保
険
料
を
納
め
る
こ
と（
追
納
）が
必

要
で
す
。
ま
た
、
２
年
度
を
過
ぎ
る
と

保
険
料
に
加
算
金
が
つ
き
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の　
学
生
証
ま
た
は

在
学
証
明
書
、
年
金
手
帳
、
印

鑑（
代
理
人
が
手
続
き
を
す
る

場
合
は
必
要
）

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

▽
市
民
課
年
金
担
当（
市
役
所
１
階
）

　
☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

　
F（
５
８
４
）１
１
４
１

▽
南
福
岡
年
金
事
務
所

　
☎（
５
５
２
）６
１
２
８

　
F（
５
４
１
）７
６
４
９

　
市
は
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関

す
る
市
の
施
策
に
つ
い
て
、
市
民
や
事

業
所
な
ど
か
ら
提
案
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　
提
案
さ
れ
た
施
策
に
つ
い
て
は
、
男

女
共
同
参
画
の
推
進
に
有
効
か
ど
う
か

を
検
討
し
た
上
で
、
有
効
と
認
め
ら
れ

れ
ば
、
そ
の
施
策
の
実
施
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

提
出
書
式「
男
女
共
同
参
画
施
策
提

案
書
」は
、市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

窓
口（
光
町
１
ー
73
）か
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト（http://w

w
w

.city.kasuga.
fukuoka.jp/

）か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

提
案
・
問
い
合
わ
せ
先　
人
権
市
民
相

談
課
人
権
男
女
共
同
参
画
担
当

（
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
内
）

☎（
５
８
４
）１
２
０
１

F（
５
８
４
）１
１
８
１

　
土
地
と
建
物
の
所
在
や
地
番
、地
目
、

面
積
、
評
価
額
な
ど
を
掲
載
し
た
帳
簿

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象　

市
内
に
土
地
や
家
屋
を
所
有

し
、
そ
の
固
定
資
産
税
を
納
付

し
て
い
る
人

※
個
別
の
課
税
台
帳
は
、
借
地
・
借
家

人
な
ど
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間　
４
月
1
日
㈯
〜
５
月
１
日

㈪
の
平
日

縦
覧
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

持
っ
て
く
る
も
の

▽
身
分
証
明
書（
運
転
免
許
証
・
健
康

保
険
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な

ど
）

▽
借
地
・
借
家
人
の
場
合
は
賃
貸
借
契

約
書

▽
代
理
人
の
場
合
は
所
有
者
の
委
任
状

縦
覧
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課

資
産
税
担
当（
市
役
所
１
階
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
１

　　
改
修
を
行
っ
て
い
た
地
区
公
民
館
の

工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。
一
時
移
転
し

て
い
た
各
自
治
会
の
事
務
室
も
、
元
の

場
所
に
戻
り
ま
し
た
。

▽
春
日
公
園
地
区
公
民
館（
春
日
公
園

１
ー
47
）

　
☎（
５
８
２
）８
７
８
２

　
F（
５
９
２
）５
８
８
８

▽
小
倉
東
地
区
公
民
館（
小
倉
東
２
ー

22
）

　
☎（
５
７
１
）０
９
０
１（
F
兼
用
）

春
日
市
男
女
共
同
参
画

施
策
に
関
す
る
提
案
制
度

縦
覧
で
き
ま
す

固
定
資
産
税
の
帳
簿

改
修
工
事
が
完
了
し
ま
し
た

春
日
公
園・小
倉
東
地
区
公
民
館

国
民
年
金
学
生
納
付
特
例

の
申
請
は
お
早
め
に

△小倉東地区公民館 △春日公園地区公民館
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県
交
通
安
全
協
会
は
、
秋
の
交
通
安

全
県
民
大
会
で
、
表
彰
を
希
望
す
る
安

全
協
会
会
員
に
対
し
て
、
優
良
運
転
者

の
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象　
安
全
協
会
会
員
で
あ
り
、
現
に

継
続
し
て
自
動
車
を
運
転
し
、

交
通
規
制
を
よ
く
守
り
、
常
に

安
全
運
転
を
心
掛
け
、
他
の
運

転
者
の
模
範
と
な
る
人
お
よ
び

交
通
安
全
功
労
者

表
彰
の
種
類
と
運
転
経
歴
・
無
事
故
無

違
反
の
年
数

①
春
日
地
区
交
通
安
全
協
会
長
表
彰

（
５
年
以
上
）

②
春
日
警
察
署
長
・
春
日
地
区
交
通
安

全
協
会
長
連
名
表
彰（
10
年
以
上
）

③
県
警
察
本
部
長
・
県
交
通
安
全
協
会

長
連
名
表
彰（
10
年
以
上
で
②
の
受

賞
者
）

④
全
日
本
交
通
安
全
協
会
長
表
彰（
交

通
栄
誉
章「
緑
十
字
銅
賞
」）（
10
年
以

上
で
③
の
受
賞
者
）　

⑤
九
州
管
区
警
察
局
長
・
九
州
交
通
安

全
協
会
長
連
名
表
彰（
15
年
以
上
継

続
運
転・20
年
以
上
で
④
の
受
賞
者
）

申
請
期
間　
４
月
１
日
㈯
〜
28
日
㈮
の

平
日（
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

申
請
場
所　
春
日
地
区
交
通
安
全
協
会

（
原
町
３
ー
１
ー
21
春
日
警
察

署
内
１
階
）

申
請
方
法　
申
請
書
、
無
事
故
無
違
反

証
明
書（
有
料
）、
免
許
証
の
写

し（
表
裏
と
も
）、
安
全
協
会
会

員
証
の
写
し
、
表
彰
状
の
写
し

（
過
去
に
受
賞
歴
の
あ
る
人
）を

提
出
す
る

※
申
請
書
お
よ
び
無
事
故
・
無
違
反
証

明
書
申
込
用
紙
は
、
春
日
警
察
署
か

安
全
安
心
課
窓
口（
市
役
所
３
階
）で

入
手
で
き
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　
春
日
地
区
交

通
安
全
協
会

☎（
５
５
８
）２
１
０
６

F（
５
５
８
）２
１
０
７

優
良
運
転
者
な
ど
を
表
彰
し
ま
す

　
市
は
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
基

盤
整
備
お
よ
び
支
援
体
制
の
強
化
に
向

け
て
、
障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く

「
第
５
期
障
が
い
福
祉
計
画
」を
策
定
し

ま
す
。
そ
の
た
め
検
討
協
議
会
の
一
員

と
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
も
ら
え

る
市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
市
内
に
居
住
す
る
障
が
い
者
福

祉
に
熱
意
の
あ
る
20
歳
以
上

（
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
）の

人

※
市
の
付
属
機
関
の
委
員
に
な
っ
て
い

る
人
は
除
き
ま
す
。

任
期　
６
月
〜
平
成
30
年
３
月

開
催
回
数　
月
１
回
程
度

委
員
の
構
成　
学
識
経
験
者
、
医
療
・

福
祉
関
係
団
体
が
推
薦
す
る

人
、
市
民

報
酬　

会
議
出
席
１
回
当
た
り
６
５ 

０
０
円（
別
途
、
旅
費
と
し
て

１
０
０
０
円
支
給
）

募
集
人
員　
１
人

応
募
方
法　
４
月
28
日
㈮（
必
着
）ま
で

に
、「
私
が
考
え
る
障
が
い
者

支
援
に
つ
い
て
」と
い
う
テ
ー

マ
で
書
い
た
作
文（
８
０
０
字

程
度
）に
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
性
別
、
生
年
月
日
、

職
歴
ま
た
は
経
歴
、
福
祉
関
係

活
動
経
験
、
応
募
動
機
を
書
き

加
え
て
持
参
ま
た
は
郵
送
す
る

選
考　
書
類
審
査

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
支

援
課
障
が
い
担
当（
〒
816
ー

８
５
０
１
春
日
市
役
所
１
階
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
５
４

障
が
い
福
祉
計
画
の
検
討
協
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

散歩のマナーを守りましょう
　ペットの飼い方をめぐり、さま
ざまな問題が起こっています。
　一番多いのは、ふん・尿に関
する苦情です。散歩の途中、ふん
をしたら必ず持ち帰り、自宅で
処理をしましょう。毎日、ふんを
片付けることで、愛犬の健康状
態の確認もできます。犬のふんの
放置はとても不快なもので、これ
が原因で犬嫌いになる人もいま
す。ビニール袋を持って散歩に出
掛ける習慣を身に付けましょう。
尿をさせる場所も迷惑になら
ないようなところを選び、ペット
ボトルなどで水を持参して必ず
流しましょう。また、社会には犬
が好きな人もいれば、怖いと思
う人もいます。散歩の際は必ず
リードでつないでください。
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月 日 場所 時間

４
月

7日
㈮

弥生地区公民館 午前9時20分〜9時50分

須玖南地区公民館 午前10時〜10時40分

小倉地区公民館 午前11時〜11時30分

上白水地区公民館 午後1時30分〜2時30分

白水ヶ丘地区公民館 午後2時45分〜3時25分

10日
㈪

平田台地区公民館 午前9時20分〜10時

惣利地区公民館 午前10時15分〜10時55分

塚原台地区公民館 午前11時10分〜11時40分
光町児童センター
（光町地区公民館横） 午後1時20分〜1時50分

若葉台東地区公民館 午後2時5分〜2時35分
ふれあい文化センター
第2駐車場（市民図書館下）午後2時50分〜4時

11日
㈫

天神山地区公民館 午前９時30分〜10時20分

白水池地区公民館 午前10時35分〜11時15分

昇町地区公民館 午後1時30分〜2時10分

大土居地区公民館 午後2時25分〜2時55分

松ヶ丘地区公民館 午後3時10分〜4時

5
月

16日
㈫

桜ヶ丘地区公民館 午前9時30分〜10時

日の出町地区公民館 午前10時15分〜10時45分

岡本地区公民館 午前11時〜11時30分

若葉台西地区公民館 午後1時30分〜2時

下白水南地区公民館 午後2時20分〜3時

泉地区公民館 午後3時15分〜3時45分

17日
㈬

春日原地区公民館 午前9時30分〜10時

春日公園地区公民館 午前10時15分〜10時45分
春日地区若水会館
（春日公民館） 午前10時55分〜11時35分

千歳町地区公民館 午後1時30分〜1時55分

ちくし台地区公民館 午後2時10分〜2時50分

紅葉ヶ丘地区公民館 午後3時5分〜3時45分

18日
㈭

大和町地区公民館 午前9時40分〜10時

宝町地区公民館 午前10時10分〜10時40分

大谷地区公民館 午前10時55分〜11時30分

須玖北地区公民館 午後1時30分〜2時

下白水北地区公民館 午後2時20分〜3時
※居住地区以外の会場でも予防注射を受けることができます。
※雨天時も実施します。

■狂犬病予防注射日程
　
生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
っ
て
い
る

人
は
、
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
市
へ

の
犬
の
登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予

防
注
射
の
接
種
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
犬
の
健
康
状
態
を
確
認
し
て
、

必
ず
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。　

市
へ
の
登
録

　
飼
っ
て
い
る
犬
が
行
方
不
明
に
な
っ

た
と
き
や
、
事
故
に
遭
っ
た
と
き
、
市

へ
の
登
録
が
な
い
と
、
飼
い
主
を
探
し

出
す
こ
と
は
困
難
で
す
。

　
市
に
登
録
す
る
と
、
鑑
札
を
交
付
し

ま
す
。
こ
れ
を
犬
の
首
輪
な
ど
に
付
け

て
い
る
と
、
飼
い
主
を
探
し
や
す
く
な

る
た
め
安
心
で
す
。

登
録
手
数
料　
１
頭
３
０
０
０
円

狂
犬
病
予
防
注
射

　
左
表
の
と
お
り
、
市
内
各
地
で
狂
犬

病
予
防
集
団
注
射
を
実
施
し
ま
す
。

　
狂
犬
病
は
、
人
を
含
む
全
て
の
哺
乳

類
が
感
染
す
る
病
気
で
、
発
症
す
れ
ば

ほ
ぼ
１
０
０
％
死
に
至
る
恐
ろ
し
い
感

染
症
で
す
。

　
集
団
注
射
会
場
か
、
か
か
り
つ
け
の

動
物
病
院
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

手
数
料　
１
頭
３
１
５
０
円

※
お
つ
り
が
い
ら
な
い
よ
う
に
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。

※
動
物
病
院
で
の
接
種
は
料
金
が
異
な

り
ま
す
。

集
団
注
射
を
受
け
る
際
の
注
意

▽
狂
犬
病
予
防
注
射
申
込
書
の
問
診
欄

を
事
前
に
記
入
し
、
必
ず
持
参
す
る

▽
首
輪
を
し
っ
か
り
付
け
、
必
ず
犬
を

制
御
で
き
る
大
人
が
、
会
場
ま
で
犬

を
連
れ
て
く
る
。
か
み
つ
く
恐
れ
の

あ
る
犬
や
攻
撃
的
な
犬
に
は
口
輪
を

着
け
る

▽
犬
の
体
調
な
ど
に
不
安
が
あ
る
場
合

は
、
注
射
を
受
け
る
前
に
、
必
ず
獣

医
師
に
相
談
す
る

▽
死
亡
や
譲
渡
な
ど
記
載
内
容
に
変
更

が
あ
る
場
合
は
知
ら
せ
る

※
犬
の
病
気
や
体
調
異
常
、
飼
い
主
に

よ
る
制
御
が
で
き
な
い
場
合
な
ど

は
、
予
防
接
種
を
保
留
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
生
活
環
境
担

当　

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
７

愛
犬
に
は
登
録
と

予
防
接
種
を



トピックス
〜まちの話題や人物の紹介〜

　　

　　春日原公民館では毎月、地域の70歳以上の人を対象に、講師を招い

て健康チェックを行ったり生前整理について学んだり、社会福祉協議会

による「ころばん体操」などを行う、ふれあいサロンを開催しています。

　2月22日は、春日原保育所の33人の園児を招いて、交流会が行われま

した。この交流会は、寒い時期にも参加者が外に出るきっかけ作りにな

るよう20年間毎年行われています。今春小学校新入学を迎える園児たち

は、ステージで参加者に向けて手話や歌を披露しました。

　その後、かるた、けん玉、福笑い、あやとりなどを一緒に楽しみ、高

齢者は昔を思い出し、満面の笑みを浮かべ懐かしがっていました。

　園児とゲームと遊戯を共有し、心温まる楽しいひとときを過ごしました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広報レポーター　鬼
おにづか
塚文

ふみ こ
子）

ふれあいサロン　園児との交流会

△かるた取りで盛り上がる参加者たち

国際ソロプチミスト福岡—やよい

児童書とプロジェクターを寄贈
　今年で創立20周年を迎え、地域社会と世界中で、女性と女
児の生活を向上させる活動（助成事業、チャリティー事業など）
を行っている「国際ソロプチミスト福岡—やよい」から、2月28
日、市民図書館に児童書137冊、ふれあい文化センターにプロ
ジェクター1台が寄贈されました。
　これは、昨年10月15日に行われた柳

やなぎや
家さん喬

きょう
落語会のチャ

リティー収益金の一部を寄贈したものです。
　同団体会長の金

かなざわ
澤みつ子

こ
さんから目録の寄贈を受けた井

いのうえ
上市

長は、感謝状を授与すると共に「いつもチャリティーを通して青少年の健全育成にご尽力いただき感謝申し上げます。
寄贈いただいた品物は、市の文化活動の更なる広がりのため、大いに活用させていただきます」と謝辞を述べました。

△児童書とプロジェクターを寄贈した国際ソロプチミス
ト福岡ーやよいの皆さん

市 報 か す が
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　ふれあい文化センターで、2月26日、春のふれあい体験王国が開かれ、

約300人の親子連れが訪れました。

　これは、子どもたちにさまざまな体験活動を提供すること、また、世

代間交流の場を設けることを目的として毎年開かれているものです。

　屋内と屋外に分かれて子どもたちが楽しみながら体験できる遊びが用

意され、昔懐かしい遊びに、保護者も思わず夢中に。

　スタッフがお手玉を両手に１個ずつ持ち、童
わらべうた
歌を歌いながら、交互に持

ち変える遊びをやってみせ、子どもたちは楽しみながら教わっていました。

　他にもバルーンアート、ぶんぶんゴマ、竹とんぼ、竹ぽっくり、けん玉、折り紙などもあり、1日中子どもの歓声

が絶えませんでした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広報レポーター　長
ながた
田豊

とよ き
喜）

春のふれあい体験王国

△スタッフからお手玉を習う子どもたち

それぞれの道に向かって

市内小中学校で一斉に卒業式
　市内中学校で３月10日、小学校で３月17日に卒業式が行われました。
　春日北中学校では、卒業生124人が保護者や在校生の温かい拍手に迎えられ入場。卒業証書授与では、先生が一人
一人の名前を読み上げると大きな声で返事を響かせました。卒業生は今までの学生生活を振り返り、先生や保護者、
地域の人、在校生への感謝の言葉を述べました。最後は、心を込めた合唱で思い出の学び舎に別れを告げました。
　卒業生代表の住

すみた
田裕

ゆう き
基さんは、生徒会活動を振り返りながら「今年の生徒会スローガンは『考えて動く』でした。周

りの人のことを考えながら行動していると、徐々に活動に賛同してくれる人が増えてきました。文化祭や体育祭でも
仲間と協力し、史上最高の学年
となるよう取り組みました。在
校生の皆さん、この北中の伝統
を絶やすことなく続けていって
もらいたい。本当に大切なもの
は毎日の生活の中にあります。
日々を大切に過ごしてくださ
い」とエールを送り、厳かな雰
囲気の中、卒業生たちはそれぞ
れの新しいステージへ向けて出
発しました。 △思い出と希望を胸に心を込めて合唱をする春日北中学校の卒業生たち

12市 報 か す が
平成29年4月1日
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対
象　
市
内
に
居
住
、
通
勤
す
る
18

歳
以
上
の
人（
学
生
不
可
）

日
時　
５
月
７
日
㈰

　
　
　

午
前
９
時
20
分
〜（
受
付
：

　
　
午
前
９
時
〜
）

※
駐
車
場
の
開
場
は
午
前
９
時
か
ら

で
す
。

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体

育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
・
サ

ブ
ア
リ
ー
ナ（
大
谷
６
ー
28
）

種
目　
18
歳
以
上
女
子
の
部
、
40
歳

以
上
女
子
の
部
、
18
歳
以
上

男
子
の
部
、
40
歳
以
上
男
子

の
部

参
加
費　

▽
協
会
員
：
２
０
０
０
円

▽
協
会
員
以
外
：
４
０
０
０
円

定
員　
30
チ
ー
ム（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

４
月
10
日
㈪（
必
着
）

に
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、

氏
名
、電
話
番
号
、メ
ン
バ
ー

を
伝
え
る

※
大
会
要
項
、
申
請
書
は
市
体
育

協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

kasuga-taikyo.com
/

）
か
ら

入
手
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
ビ
ー
チ

ボ
ー
ル
協
会
事
務
局　
中な

か
む
ら村

☎（
５
８
１
）４
１
７
１（
F
兼
用
）

持
つ
人
も
大
歓
迎
で
す
。

対
象　
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し

て
い
る
18
歳
以
上
の
人（
学

生
不
可
）

日
程　
５
月
10
日
、
17
日
、
24
日
、

31
日
、
６
月
７
日
の
水
曜
日

（
全
５
回
）

時
間　
午
後
１
時
〜
３
時（
受
付
：

午
後
０
時
30
分
〜
）

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体

育
館
２
階
卓
球
場
１（
大
谷

６
ー
28
）

受
講
料　
３
０
０
０
円（
保
険
料
込

み
、
当
日
支
払
い
）

定
員　
25
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
５
月
２
日
㈫
ま
で
に
、

往
復
は
が
き
に
住
所
、氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
書
い
て

送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
卓
球
協

会　
遠え

ん
ど
う藤
裕ゆ

み

こ
見
子（
〒
816
ー

０
８
２
４
小
倉
２
ー
77
）

☎（
５
０
１
）４
７
２
１（
F
兼
用
）

市
弓
友
会

初
心
者
弓
道
教
室
を
開
催
し
ま
す

　
初
心
者
を
対
象
と
し
た
弓
道
教
室

で
す
。
武
道
で
あ
る
弓
道
を
や
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
市
内
に
居
住
・
通
勤
・
通
学

す
る
18
歳
以
上
の
人

日
程　
５
月
10
日
㈬
〜
６
月
14
日
㈬

の
毎
週
水
・
土
曜
日

時
間　

▽
水
曜
日
：
午
後
７
時
〜
10
時

▽
土
曜
日
：
午
後
１
時
30
分
〜
５
時

イ
ベ
ン
ト

絵
画
グ
ル
ー
プ「
伯は
く
び
か
い

美
会
」

伯
美
展

　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
で
学
ぶ

絵
画
グ
ル
ー
プ「
伯
美
会
」に
よ
る
展

示
会
で
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

期
間　
４
月
19
日
㈬
〜
23
日
㈰

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時（
19

日
は
午
後
１
時
か
ら
、
23
日

は
午
後
４
時
ま
で
）

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新

館
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
大
谷

６
ー
24
）

問
い
合
わ
せ
先　
東ひ

が
し

☎（
５
７
１
）７
９
８
５（
F
兼
用
）

ス
ポ
ー
ツ

初
心
者
卓
球
教
室

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
ラ
ケ
ッ
ト
の
持
ち
方
か
ら
丁
寧
に

指
導
し
ま
す
。
初
め
て
ラ
ケ
ッ
ト
を

場
所　

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

体
育
館
３
階
弓
道
場（
大
谷

６
ー
28
）

受
講
料　
５
０
０
０
円（
保
険
料
含

む
）

※
弓
道
用
具
は
無
料
で
貸
し
出
し
ま

す
。
運
動
で
き
る
服
装
と
白
の
靴

下
か
白
足
袋
を
準
備
し
て
く
だ
さ

い
。

定
員　
15
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

申
込
方
法　
４
月
30
日
㈰
ま
で
に
、

は
が
き
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号（
自
宅
・
携
帯
）、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記
入
し

申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
勝か

つ
の野
耕こ
う
た太

郎ろ
う（
〒
816
ー
０
８
４
４
上
白

水
５
ー
50
）

☎ 

０
８
０（
６
４
１
１
）７
４
８
６

kota-k@
bb.csf.ne.jp

レ
デ
ィ
ー
ス
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

初
心
者
教
室
を
開
催
し
ま
す

　
市
内
に
居
住
す
る
女
性（
学
生
を

除
く
）を
対
象
に
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
運
動
し
や
す
い
服
装
で
、
上
靴
と

ラ
ケ
ッ
ト
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

日
程　

５
月
９
日
㈫
〜
31
日
㈬
の

火
・
水
曜
日（
計
８
回
）

時
間　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体

育
館
１
階
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

（
大
谷
６
ー
28
）

受
講
料　
２
０
０
０
円（
別
途
、
ス

ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
８
０
０
円

が
必
要
で
す
）

定
員　
20
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
５
月
２
日
㈫
ま
で
に
、

電
話
、
は
が
き
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
住
所
、氏
名
、

年
齢
、
生
年
月
日
、
電
話
番

号
、
ラ
ケ
ッ
ト
の
有
無
を
伝

え
て
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
協
会　
梶か

じ
や谷
み
ゆ

き（
〒
816
ー
０
８
６
４
須
玖

北
５
ー
26
ー
１
ー
５
０
１
）

☎
０
８
０（
６
４
１
１
）３
７
３
８

kasuga.b
ad

o
.2

0
1

7
@

gm
ail.com

春
日
市
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
協
会

親
善
大
会
参
加
者
募
集

　
第
10
回
春
日
市
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
協

会
の
親
善
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
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年
齢
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
い
き
い
き

ル
ー
ム（
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

内
）

☎（
５
０
１
）１
１
６
２（
F
兼
用
）

福　

祉

参
加
者
募
集

障
が
い
者
水
泳
教
室

　
障
が
い
者
向
け
の
水
泳
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
が
、
毎
回
プ
ー

ル
利
用
料（
２
１
０
円
）が
必
要
で

す
。

対
象　
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
、

通
学
す
る
18
歳
以
上
の
身
体

障
が
い
者
、知
的
障
が
い
者
、

精
神
障
が
い
者（
定
員
に
満

た
な
い
場
合
は
、
高
校
生
も

可
）

日
程　
５
月
11
日
㈭
〜
平
成
30
年
３

月
８
日
㈭
の
毎
月
第
２・
４

木
曜
日（
計
19
回
、
11
月
と

平
成
30
年
３
月
は
第
２
木
曜

日
の
み
、
８
月
は
第
４
木
曜

日
の
み
）

※
初
め
て
参
加
す
る
人
は
、
４
月
27

日
㈭
に
面
談
が
あ
り
ま
す
。

時
間　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時（
受

付
：
午
後
６
時
15
分
〜
）

場
所　
温
水
プ
ー
ル（
大
谷
６
ー
28
）

定
員　
30
人

※
申
込
多
数
の
場
合
、
初
め
て
参
加

す
る
人
を
優
先
し
て
抽
選
し
ま

す
。

申
込
方
法　
４
月
13
日
㈭
ま
で
に
、

申
込
書
と
健
康
チ
ェ
ッ
ク
票

を
提
出
す
る

※
申
込
書
な
ど
は
、
市
福
祉
支
援
課

（
市
役
所
１
階
）、
福
祉
ぱ
れ
っ
と

館（
小
倉
３
ー
２
４
２
ー
１
）に
置

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト（http://w

w
w

.city.
kasuga.fukuoka.jp/

）
か
ら

も
入
手
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
支
援

課
障
が
い
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
５
４

支
援
し
ま
す

一人
親
家
庭
の
学
び
直
し

　
20
歳
未
満
の
子
を
扶
養
し
て
い
る

健　

康

６
５
歳
か
ら
始
め
る

ロ
コ
モ
予
防
セ
ミ
ナ
ー

　
最
近
、
階
段
の
昇
り
降
り
が
き
つ

い
、
手
す
り
が
必
要
も
し
く
は
歩
く

ス
ピ
ー
ド
が
遅
く
な
っ
た
と
感
じ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
も
し
か
し

た
ら
筋
肉
が
低
下
し
て
い
る
状
態
、

い
わ
ゆ
る
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム（
通
称
ロ
コ
モ
）か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
ロ
コ
モ
予
防
の
た
め
の
筋
力
向
上

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
家
族
や
友
人
と
誘
い
合
わ
せ
て
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
参
加
は
無
料
で
す（
筋
肉
量
測
定

は
別
途
３
０
０
円
必
要
）。

対
象　
65
歳
以
上
の
市
民

日
時　
４
月
28
日
㈮

　
　
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１ 

ー
１
２
０
）

内
容　
脚
の
筋
力
チ
ェ
ッ
ク
、
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
筋
肉
量
測

定（
希
望
者
の
み
）

講
師　
上う

え
の野
隆た
か
の
り典
さ
ん（
健
康
運
動

指
導
士
）

定
員　
35
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
上
靴
、
運
動
し

や
す
い
服
装
、
飲
み
物
、
タ

オ
ル

申
込
方
法　
４
月
22
日
㈯
ま
で
に
、

電
話
か
直
接
窓
口
で
氏
名
、

一
人
親
家
庭
の
母
、
父
お
よ
び
そ
の

子
で
あ
っ
て
、
高
等
学
校
卒
業
程
度

認
定
試
験
の
合
格
を
目
指
す
講
座
を

受
講
す
る
人
を
対
象
に
、
受
講
費
を

助
成
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
対
象
講
座
は
、
通
信
制
講
座
を
含

む
市
の
事
前
指
定
を
受
け
た
講
座
で

す
。
受
講
申
し
込
み
前
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

支
給
額　

▽
受
講
修
了
時
給
付
金
：
入
学
金
、

授
業
料
の
２
割
相
当
額（
上
限

10
万
円
、
た
だ
し
、
２
割
相
当
額

が
４
０
０
０
円
以
下
の
場
合
は
不

支
給
）

▽
合
格
時
給
付
金
：
入
学
金
、
授
業

料
の
４
割
相
当
額（
受
講
修
了
時

給
付
金
の
支
給
を
受
け
た
人
が
、

受
講
修
了
日
か
ら
起
算
し
て
２
年

以
内
に
高
卒
認
定
試
験
に
全
科
目

合
格
し
た
場
合
に
限
る
）

※
受
講
修
了
給
付
金
と
合
格
時
給
付

金
の
合
計
で
15
万
円
を
上
限
と
し

ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　
こ
ど
も
未

来
課
母
子
児
童
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
１
５

古
紙
の
回
収
を
は
じ
め
よ
う
！

　
市
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
促
進
す
る

た
め
、
古
紙
と
古
布
の
回
収
を
行
っ

て
い
る
団
体
に
対
し
、
回
収
量
１
㎏

に
つ
き
９
円
の
報
償
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

　
燃
え
る
ご
み
と
し
て
処
理
さ
れ
る

は
ず
だ
っ
た
古
紙
や
古
布
が
リ
サ
イ

ク
ル
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
報
償
金

は
団
体
の
活
動
資
金
と
し
て
活
用
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
家
庭
で
不
要
に
な
っ

た
新
聞
紙
や
雑
が
み
、古
着
な
ど
を
、

同
じ
グ
ル
ー
プ
の
仲
間
で
持
ち
寄

り
、
集
団
回
収
を
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
。

　
始
め
る
と
き
は
、
市
へ
の
事
前
登

録
が
必
要
で
す
。
回
収
業
者
を
紹
介

し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
ご
み
減

量
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
７



市 報 か す が
平 成 2 9 年 4 月 1 日15

資
格
の
取
得
を
支
援
し
ま
す

ひ
と
り
親
家
庭
自
立
支
援
給
付
金

　
20
歳
未
満
の
子
を
扶
養
し
て
い
る

一
人
親
家
庭
の
母
、
父
に
対
す
る
就

労
支
援
制
度
で
す
。

　
受
給
に
は
、
求
職
者
支
援
制
度
に

お
け
る
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
な
ど

同
種
の
給
付
金
を
受
け
て
い
な
い
こ

と
や
、
雇
用
保
険
制
度
の
教
育
訓
練

給
付
の
受
給
資
格
者
で
な
い
こ
と
な

ど
の
条
件
が
あ
り
、
事
前
に
相
談
が

必
要
で
す
。

高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

対
象　
看
護
師
、
准
看
護
師
、
介
護

福
祉
士
、
保
育
士
、
理
学
療

法
士
、
作
業
療
法
士
、
調
理

師
、
製
菓
衛
生
師
な
ど
の
養

成
機
関
で
１
年
以
上
修
業
す

る
人

給
付
内
容

○
職
業
訓
練
給
付
金（
申
請
月
か
ら

支
給
）

支
給
期
間　
３
年
を
上
限
に
全
修

業
期
間

支
給
額（
月
額
）

▽
市
民
税
非
課
税
世
帯　
10
万
円

▽
市
民
税
課
税
世
帯　
７
万
５
０ 

０
円

○
修
了
支
援
給
付
金

支
給
額

▽
市
民
税
非
課
税
世
帯　
５
万
円

▽
市
民
税
課
税
世
帯　
２
万
５
０ 

０
０
円

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

対
象　
就
職
に
つ
な
が
る
可
能
性
が

高
い
講
座（
雇
用
保
険
制
度

の
教
育
訓
練
給
付
の
指
定
教

育
訓
練
講
座
の
う
ち
、
市
の

事
前
指
定
を
受
け
た
講
座
）

を
受
講
す
る
人

※
受
講
申
し
込
み
前
に
申
請
が
必
要

で
す
。

支
給
額　
講
座
受
講
料（
入
学
金
・

授
業
料
）の
６
割
相
当
額（
上

限
20
万
円
、
た
だ
し
、
６
割

相
当
額
が
１
万
２
０
０
０
円

以
下
の
場
合
は
不
支
給
）

※
た
だ
し
、
雇
用
保
険
の
受
給
資
格

が
あ
り
、
雇
用
保
険
の
一
般
教
育

訓
練
給
付（
費
用
の
２
割
、
上
限

10
万
円
）の
支
給
を
受
け
る
人
に

対
し
て
も
、
費
用
の
６
割（
上
限

20
万
円
）と
の
差
額
を
支
給
で
き

る
よ
う
制
度
が
充
実
さ
れ
る
予
定

で
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　
こ
ど
も
未

来
課
母
子
児
童
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
１
５

福
岡
県
若
年
者
専
修
学
校
等

技
能
習
得
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す

　
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
専
修
学
校

な
ど
で
修
業
す
る
こ
と
が
困
難
な
人

に
対
し
て
、
修
学
資
金
や
入
校
支
度

金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

　
収
入
の
基
準
や
対
象
と
な
る
学
校

な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

対
象　
平
成
28
年
度
の
中
学
校
・
高

等
学
校
卒
業
者
お
よ
び
高
等

学
校
中
退
者

貸
与
額（
無
利
子
）

○
修
学
資
金

▽
専
門
課
程
：
月
額
５
万
３
０ 

０
０
円

▽
そ
の
他
の
課
程
な
ど
：
月
額

３
万
円

○
入
校
支
度
金　
10
万
円

申
請
期
限　
４
月
28
日
㈮

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
支
援

課
地
域
福
祉
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）３
０
９
０

　
２
月
12
日
に
、
主
催
事
業
と
し
て

講
演
会「
子
ど
も
の
貧
困
〜
今
、
私

た
ち
に
で
き
る
こ
と
〜
」を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
定
員
40
人
に

対
し
59
人
も
の
人
が
参
加
し
、
皆

さ
ん
の
子
ど
も
に
対
す
る
関
心
の
高

さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
に
は
、
西
日
本
新
聞
社
社
会

部
記
者
の
御み
く
り
や厨
尚な
お
あ
き
ら
陽
さ
ん
と「
九
州

暮
ら
し
創
造
研
究
所
」代
表
の
吉よ
し
だ田

ま
り
え
さ
ん
を
迎
え
、
子
ど
も
支
援

現
場
の
現
状
を
聞
き
ま
し
た
。
現
代

の
貧
困
は
目
に
見
え
に
く
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
が
、
確
実
に
存
在
す
る

と
い
う
こ
と
、
解
決
に
向
け
て
一
人

一
人
が
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
内
容

で
し
た
。

　
講
演
の
後
に
行
わ
れ
た
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
は
感
想
を
述
べ
合
い
、
最

後
に
全
員
で
輪
に
な
り
、
各
参
加
者

が「
今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」宣

言
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ぶ
ど
う

の
庭
で
作
っ
た
ラ
ン
チ
を
囲
み
な
が

ら
、
思
い
を
語
り
合
っ
た
り
、
お
互

い
の
連
絡
先
を
交
換
し
た
り
す
る
な

ど
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

ぶ
ど
う
の
庭

春
日
市
須
玖
北
５
ー
１
５
５

☎（
５
８
９
）３
３
８
８　
F（
５
８
９
）３
３
９
９

http://budounoniw
a.com

/

　
春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー・ぶ
ど
う
の
庭
は
、志
を
持
っ
た
市
民
を
運
営
団
体
と
し
て
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
の
た
め
の
活
動
な
ど
を
支
援
し
、春

日
の
ま
ち
づ
く
り
へ
と
つ
な
ぐ
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

△ 講師の話に聞き入る参加者たち

参加者募集 （通年イベント）

〇笑
しょうか
歌の会〜昔の童謡や唱歌を

歌う会〜
　 若い頃 の思い出を 浮か べ な
がら、一 緒に歌いませんか。

（ 毎 月第１・３木 曜日、午 前10 時 3 0
分 〜 11時 3 0 分、１回10 0 0 円 ）

〇高齢者のためのキーボード教
室〜 響

ひびき

　 認 知 症 予 防 など 始 めるきっか
けはそれぞ れ 。初 心 者も大 歓 迎
です。

（ 毎 月第２・４火 曜日、午 前10 時 〜
正 午、１回20 0 0 円 ）

〇オカリナ教室
　 一人で 吹いても、みんなとアン
サンブ ルで 吹いても楽しめます
よ。 

（ 毎 月第１・３月曜日、午 後１時 3 0 分
〜 3 時、月３０００円 ）

申込・問い合わせ先　同センター
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ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
基
礎（
夜
間
）講
習
会

　
県
ひ
と
り
親
家
庭
等
就
業
・
自
立

支
援
セ
ン
タ
ー（
通
称
：
ひ
と
り
親

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）は
、
一
人
親

家
庭
の
母
、
父
ま
た
は
寡
婦
で
、
求

職
ま
た
は
転
職
を
希
望
し
て
い
る
人

の
自
立
促
進
の
た
め
の
講
習
会
で

す
。

　

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
を
対
象
に
、

ワ
ー
ド
、エ
ク
セ
ル
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
検
索
、
メ
ー
ル
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。

　

託
児（
１
歳
以
上
の
未
就
学
児
、

無
料
、
要
予
約
）も
あ
り
ま
す
。

期
間　
５
月
９
日
㈫
〜
26
日
㈮
の
月

曜
日
を
除
く
、
平
日（
全
12

回
）

時
間　
午
後
６
時
30
分
〜
９
時

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
４
階
Ｏ

Ａ
ル
ー
ム（
原
町
３
ー
１
ー

７
）

受
講
料　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
の
一

部
と
し
て
１
０
０
０
円
の
自

己
負
担
あ
り
）

定
員　
20
人（
定
員
超
過
の
場
合
は

書
類
選
考
、
応
募
者
少
数
の

場
合
は
中
止
の
可
能
性
あ

り
）

申
込
方
法　
４
月
17
日
㈪（
必
着
）ま

で
に
、
申
込
書
を
郵
便
か

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
る

※
申
込
書
は
、
こ
ど
も
未
来
課（
市

役
所
２
階
）、
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
社
会
福
祉
課（
大
野
城

市
白
木
原
３
ー
５
ー
25
）、
県

母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト(http://fukuoka-

kenboren.jp/)

で
入
手
で
き
ま

す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン

タ
ー︵
〒
816
ー
０
８
０
４
原

町
３
ー
１
ー
７
ク
ロ
ー
バ
ー

プ
ラ
ザ
６
階
受
け
箱
11
号
︶

☎（
５
８
４
）３
９
３
１

F（
５
８
４
）３
９
２
３

環　

境

地
球
に
い
い
こ
と
始
め
よ
う
！

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
募
集

　
「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」は
、
清
掃

や
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
の
環
境
保
全
活

動
、
生
き
物
や
自
然
に
焦
点
を
当
て

た
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
か

ら
子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
選
択
し

て
取
り
組
み
ま
す
。

　
ク
ラ
ブ
に
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
大

人
が
１
人
参
加
す
れ
ば
、
３
歳
か
ら

高
校
生
の
子
ど
も
１
人
か
ら
で
も
立

ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
登
録
料
や
年
会
費
は
不
要
で
す
。

　
家
族
や
友
人
と
、
学
校
や
幼
稚
園

の
ク
ラ
ス
で
、
誘
い
合
っ
て
環
境
活

動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
こ
ど
も
エ

コ
ク
ラ
ブ
地
域
事
務
局（
環

境
課
環
境
保
全
担
当
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
７

kankyo
@

city.kasuga.
fukuoka.jp
http://w

w
w

.j-ecoclub.jp/

子
育
て

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス

参
加
者
募
集

　
市
に
居
住
し
て
い
る
妊
婦
を
対
象

に
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
を
行
い
ま

す
。

　
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
と
お
や
つ
を
用
意

し
て
皆
さ
ん
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま

す
。

※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
時　
４
月
24
日
㈪　

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町

１
ー
１
２
０
）

内
容　

▽
午
後
１
時
30
分

　
講
話
：
助
産
師
に
よ
る
話「
お
産

の
進
み
方
を
知
ろ
う
｣

▽
午
後
２
時
30
分

テ
ィ
ー
タ
イ
ム（
飲
み
物
と
お
や

つ
代
と
し
て
１
０
０
円
必
要
）

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳

申
込
方
法　
４
月
３
日
㈪
〜
20
日
㈭

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

出
産
予
定
日
、
電
話
番
号
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支

援
課
母
子
保
健
担
当

☎（
５
８
４
）１
０
１
５

F（
５
０
１
）０
０
５
１

講
演
講
座

日
本
語
教
室

参
加
者
、
ス
タ
ッ
フ
募
集

　
日
本
語
に
関
す
る
教
室
や
交
流
会

な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
か
す
が
・
に
ほ
ん
ご
ひ
ろ
ば

　
生
活
に
必
要
な
日
本
語
を
教
え

ま
す
。
全
く
初
め
て
の
人
で
も
、

読
み
書
き
や
漢
字
な
ど
を
勉
強
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

託
児（
１
回
１
人
２
０
０
円
、

要
予
約
）も
あ
り
ま
す
。

対
象　
市
内
や
近
郊
に
居
住
す
る

日
本
語
を
母
語
と
し
な
い

人

日
時　
毎
週
木
曜
日

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
11
時
45
分

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原

町
３
ー
１
ー
７
）

※
授
業
内
容
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま

す
。

参
加
費　
月
５
０
０
円（
別
途
資

料
代
な
ど
月
１
０
０
円
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
古ふ

る
か
わ川

☎
０
８
０（
６
４
４
１
）０
７
６
３

F（
９
８
４
）０
８
７
８

int.sukusuku@
gm

ail.
com

○
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
す
く
す
く

ひ
ろ
ば

　
外
国
人
親
子
と
日
本
人
親
子
が

交
流
し
な
が
ら
、
情
報
交
換
や
子

育
て
相
談
が
で
き
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　
未
就
園
児
の
親
子

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

日
時　
毎
週
木
曜
日

　
　
　
午
前
10
時
〜
11
時
45
分

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
江え

が
し
ら頭

　
☎
０
８
０（
３
２
２
３
）２
１
０
０

　
F（
５
７
４
）２
５
６
７

int.sukusuku@
gm

ail.
com

○
ス
タ
ッ
フ
募
集

　
に
ほ
ん
ご
・
こ
ど
も
ク
ラ
ス
の

日
本
語
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
補

助
員
）を
募
集
し
ま
す
。

　
日
本
語
が
母
語
で
な
い
子
ど
も

た
ち
に
、日
本
語
や
宿
題
、音
読
、

読
み
書
き
な
ど
を
教
え
ま
す
。

対
象　
子
ど
も
が
好
き
な
人

日
時　
毎
週
土
曜
日

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
古ふ

る
か
わ川

☎
０
８
０（
６
４
４
１
）０
７
６
３

F（
９
８
４
）０
８
７
８ 

int.sukusuku@
gm

ail.
com
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ち
く
し
農
業
塾

第
７
期
受
講
生
募
集

　
新
規
就
農
者
や
次
世
代
就
農
者
の

育
成
を
目
的
と
し
た
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

対
象　
次
の
全
て
の
条
件
を
満
た
す

人

▽
春
日
市
、大
野
城
市
、太
宰
府
市
、

筑
紫
野
市
、
那
珂
川
町
に
居
住
す

る
18
歳
以
上
の
人

▽
普
通
自
動
車
免
許
を
持
っ
て
い
る

人　
　
　
　

▽
受
講
終
了
後
、
Ｊ
Ａ
筑
紫
直
売
所

ま
た
は
Ｊ
Ａ
筑
紫
生
産
部
会
に
加

入
し
、
出
荷
を
行
う
強
い
意
思
の

あ
る
人

※
家
庭
菜
園
向
け
の
講
習
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

日
時　
７
月
〜
平
成
30
年
５
月
の
毎

週
土
曜
日（
11
カ
月
間
）　

　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
正
午

講
座
内
容　
露
地
野
菜
全
般
と
施
設

園
芸（
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
軟

弱
野
菜
な
ど
）の
栽
培
実
習
、

土
作
り
や
防
除
、
肥
培
管
理

な
ど
の
講
義

受
講
料　
年
額
３
万
５
０
０
０
円

定
員　
10
人
程
度

申
込
方
法　
５
月
12
日
㈮（
必
着
）ま

で
に
、
は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を

記
入
し
て
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

Ｊ
Ａ
筑

紫
農
業
振
興
課（
〒
818
ー

８
６
４
２
筑
紫
野
市
杉す

ぎ
づ
か塚

３
ー
３
ー
10
）

☎（
９
２
４
）１
３
１
３

F（
９
２
３
）７
６
２
４

nousin@
ja-chikushi.or.jp

春
日
を
み
つ
め
よ
う
学
級

受
講
生
募
集

　
私
た
ち
の
身
の
回
り
の
問
題
が
、

い
か
に「
ま
ち
の
政
治
」と
関
わ
り
を

持
っ
て
い
る
か
、
市
の
出
前
講
座
や

施
設
見
学
を
通
し
て
学
習
し
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
が
、
施
設
見
学

な
ど
で
実
費
負
担
が
あ
り
ま
す
。

対
象　
市
内
に
居
住
す
る
18
歳
以
上

で
、
６
回
以
上
受
講
が
可
能

な
人

日
程　
５
月
〜
平
成
30
年
２
月
の
毎

月
第
３
金
曜
日

時
間　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧

館
学
習
室
３（
大
谷
６
ー
24
）

定
員　
40
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

申
込
方
法　
５
月
２
日
㈫
の
午
後
５

時（
必
着
）ま
で
に
、
往
復
は

が
き
か
Ｅ
メ
ー
ル
で「
春
日

を
み
つ
め
よ
う
学
級
応
募
」

と
記
入
し
、
郵
便
番
号
、
住

い
。

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
奴
国
の
丘

歴
史
資
料
館

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

募　

集

Ｊジ
ャ
イ
カ

Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
春
募
集

「
体
験
談
＆
説
明
会
」

　
「
青
年
海
外
協
力
隊
」、「
シ
ニ
ア

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」の
春
の
募
集

を
し
ま
す
。

　
合
わ
せ
て
、「
体
験
談
＆
説
明
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
入
場
は
無
料
で
、
予
約
も
不
要
で

す
。

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
春
募
集

　
▽
青
年
海
外
協
力
隊

対
象　
満
20
歳
以
上（
平
成
29

年
10
月
１
日
現
在
）、

満
39
歳
以
下（
平
成
29

年
５
月
10
日
現
在
）で

日
本
国
籍
の
人

　
▽
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

対
象　
満
40
歳
〜
69
歳（
平
成

29
年
５
月
10
日
現
在
）

で
日
本
国
籍
の
人

○
体
験
談
・
説
明
会

日
時
・
場
所

　
▽
４
月
15
日
㈯

午
後
２
時
〜
４
時

福
岡
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
交
流
セ
ン
タ
ー
あ
す
み
ん
セ

ミ
ナ
ー
ル
ー
ム（
福
岡
市
中
央

区
今い

ま
い
ず
み
泉
１
ー
19
ー
22
天
神
ク
ラ

ス
４
階
）

　
▽
４
月
23
日
㈰

午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

博
多
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
第

14
ホ
ー
ル（
福
岡
市
博
多
区

博は
か
た
え
き
ち
ゅ
う
お
う

多
駅
中
央
街が
い
２
ー
１
、９
階
）

問
い
合
わ
せ
先　

▽
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州
市
民
参
加
協
力
課

　
☎
０
９
３（
６
７
１
）６
３
１
１

　

kictpp@
jica.go.jp

▽
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
福
岡

　
☎（
２
６
２
）１
７
１
４

https://w
w

w
.jica.go.jp/

　

volunteer/index.htm
l

所
、
氏
名
、
年
齢（
４
月
１

日
現
在
）、性
別
、電
話
番
号
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
を
書
い
て

送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

選
挙 

管
理
委
員
会（
〒
816
ー
８
５ 

０
１
春
日
市
役
所
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
２

senkan@
city.kasuga.

fukuoka.jp

初
心
者
や
親
子
の
参
加
も
歓
迎

や
き
も
の
作
り
教
室

　
の
ぼ
り
窯
体
験
広
場
で
や
き
も
の

作
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、
古
代
の
陶

芸
家
の
気
分
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

　
作
っ
た
作
品
は
、
窯
で
焼
い
て
、

後
日
渡
し
ま
す
。

日
時　
５
月
13
日
㈯

▽
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分　

▽
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　
の
ぼ
り
窯
体
験
広
場（
白
水 

ヶ
丘
１
ー
４
）

材
料
費　

粘
土
５
０
０
ｇ
当
た
り

３
０
０
円

定
員　
各
15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
４
月
13
日
㈭
〜
５
月
12

日
㈮
に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
直
接
奴
国
の
丘
歴
史
資

料
館
窓
口（
岡
本
３
ー
57
）で

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
希
望
時
間
を
伝
え
る

※
申
し
込
み
は
、
参
加
者
本
人
ま
た

は
そ
の
家
族
が
行
っ
て
く
だ
さ
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小
学
生
〜
高
校
生
対
象

夏
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業

　
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
、
お

互
い
の
理
解
や
交
流
を
深
め
、
国
際

性
を
養
う
こ
と
が
目
的
で
す
。
全
国

か
ら
参
加
す
る
友
達
と
の
出
会
い
も

あ
り
ま
す
。引
率
指
導
者
も
同
行
し
、

事
前
の
準
備
か
ら
帰
国
ま
で
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象　
小
学
３
年
生
〜
高
校
３
年
生

（
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る
）

日
程　
７
月
26
日
㈬
〜
８
月
16
日
㈬

（
８
日
間
〜
18
日
間
、
コ
ー

ス
に
よ
り
異
な
る
）

内
容　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、学
校
体
験
、

英
語
研
修
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
験
、
文
化
交
流
、
野
外
活

動
な
ど

派
遣
先　
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、カ
ナ
ダ
、サ
イ
パ
ン
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、フ
ィ
ジ
ー
、

フ
ィ
リ
ピ
ン

参
加
費　

24
万
８
０
０
０
円
〜

63
万
８
０
０
０
円

○
事
前
説
明
会

　
日
時　
５
月
21
日
㈰

　
　
　
　
午
後
３
時
〜
４
時
30
分

場
所　
深
見
ビ
ル
会
議
室（
福
岡

市
博
多
区
博は

か
た
え
き
ま
え

多
駅
前
４
ー

14
ー
１
）

※
入
場
は
無
料
で
、
申
し
込
み
も

不
要
で
す
。

申
込
期
限　
５
月
26
日
㈮
か
６
月
９

日
㈮（
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な

る
）

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先　
公
益

財
団
法
人
・
国
際
青
少
年
研

修
協
会

☎
０
３（
６
４
１
７
）９
７
２
１

F
０
３（
６
４
１
７
）９
７
２
４

info@
kskk.or.jp

http://w
w
w
.kskk.or.jp/

白
水
大
池
公
園
多
目
的
広
場

使
用
団
体
を
募
集
し
ま
す

　
白
水
大
池
公
園
多
目
的
広
場
の
独

占
的
使
用
に
つ
い
て
、
希
望
す
る
団

体
を
募
集
し
ま
す
。

使
用
可
能
な
日　
５
月
１
日
㈪
〜
平

成
30
年
３
月
31
日
㈯
の
う
ち

５
日
間（
申
込
多
数
の
場
合

抽
選
）

※
各
団
体
原
則
１
日
と
し
ま
す
。

※
芝
の
養
生
期
間
や
他
の
ス
ポ
ー
ツ

大
会
な
ど
が
入
っ
て
い
る
場
合
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
。

使
用
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

使
用
条
件　
全
市
的
規
模
以
上
ま
た

は
こ
れ
に
準
ず
る
サ
ッ
カ
ー

や
ラ
グ
ビ
ー
な
ど
の
大
会
行

事
な
ど
に
限
る

使
用
料
金

▽
施
設
：
１
時
間
１
６
２
０
円

▽
照
明
：
１
時
間
３
２
４
０
円

※
市
外
団
体
に
つ
い
て
は
10
割
増
し

の
料
金
と
な
り
ま
す
。

申
込
方
法　
４
月
10
日
㈪
〜
19
日
㈬

に
、
窓
口
で
申
し
込
む

抽
選
結
果
発
表　
４
月
26
日
㈬

※
抽
選
結
果
に
空
き
が
生
じ
た
場
合

は
先
着
順
で
随
時
募
集
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
ス

ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
担
当

（
大
谷
６
ー
28
）

☎（
５
７
１
）３
２
４
７

F（
５
７
１
）３
３
０
５

春
日
市
少
年
の
船

ス
タ
ッ
フ
募
集

　

第
36
回
春
日
市
少
年
の
船
の
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
高
校
１
年
生
〜
40
歳
未
満
の

人

日
程　
８
月
16
日
㈬
〜
20
日
㈰（
４

泊
５
日
）（
予
定
）

※
５
月
10
日
以
降
の
毎
週
水
曜
日
の

夜
に
事
前
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま

す
。

活
動
内
容　
小
学
４
年
生
か
ら
中
学

３
年
生
ま
で
の
団
員
60
人
の

引
率
と
、
海
洋
研
修
や
平
和

学
習
な
ど
の
指
導

参
加
費　
４
万
円

定
員　
15
人
程
度（
申
込
多
数
の
場

合
面
接
し
て
選
考
）

申
込
方
法　
４
月
28
日
㈮（
必
着
）ま

で
に
、
は
が
き
か
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

学
校
名
あ
る
い
は
職
業
、
電

話
番
号
を
書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
春
日
市
少

年
の
船
実
行
委
員
会　

五ご

島と
う（
〒
816
ー
０
８
３
１
大
谷

６
ー
24
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン

タ
ー
内
）

☎
０
９
０（
７
４
６
４
）６
３
２
４

F（
５
７
５
）０
７
６
８

http://w
w
w
.kasuga-soj.

com
/

平
成
３
０
年
歌
会
始

お
題
は「
語ご

」

　

平
成
30
年
の
歌
会
始
の
お
題
は

「
語
」（「
語
」の
字
が
詠
み
込
ま
れ
て

い
れ
ば「
語
感
」、「
物
語
」な
ど
の
熟

語
や「
語
る
」の
よ
う
に
訓
読
し
て
も

よ
い
）で
す
。
ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

○
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作
の
短
歌

で
１
人
１
首
と
し
、
未
発
表
の
も

の
に
限
る

○
習
字
用
の
半
紙
を
横
長
に
使
い
、

右
半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半
分

に
郵
便
番
号
、住
所
、電
話
番
号
、

氏
名（
本
名
・
ふ
り
が
な
付
き
）、

生
年
月
日
、
性
別
、
職
業（
な
る

べ
く
具
体
的
に
）を
縦
に
書
く（
下

記
書
式
図
参
照
）

※
無
職
の
場
合
は「
無
職
」と
書

き
、
以
前
職
業
に
就
い
た
こ
と

が
あ
る
場
合
は
、
な
る
べ
く
元

の
職
業
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

○
記
載
事
項
は
、
全
て
毛
筆
で
自
書

す
る

※
海
外
か
ら
詠
進
す
る
場
合
、
用

紙
は
随
意（
た
だ
し
半
紙
サ

イ
ズ
24
㎝
×
33
㎝
の
横
長
）

で
、
毛
筆
で
な
く
て
も
構
い
ま

せ
ん
。

○
病
気
ま
た
は
身
体
障
が
い
の
た

め
、
毛
筆
で
自
書
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
は
、
次
の
方
法
で
詠

進
す
る

▽
代
筆（
墨
書
）で
詠
進
し
、
代
筆
の

理
由
と
代
筆
者
の
住
所
、
氏
名
を

別
紙
に
書
い
て
添
え
る

▽
本
人
が
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン
な

ど
を
使
っ
て
印
字
し
、
こ
れ
ら
の

機
器
を
使
用
し
た
理
由
を
別
紙
に

書
い
て
添
え
る

※
視
覚
障
が
い
が
あ
る
人
は
、
点

字
で
詠
進
で
き
ま
す
。

送
付
方
法　
９
月
30
日
㈯（
当
日
消

印
有
効
）ま
で
に
、
封
筒
に

「
詠
進
歌
」と
書
き
、
送
る

※
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、
９
月

20
日
ま
で
に
、
直
接
、
宮
内
庁
式

部
職
宛
て
に
、
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
を
書
き
、
返
信
用
切
手

を
貼
っ
た
封
筒
を
添
え
て
問
い
合

わ
せ
る
か
、
宮
内
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト（http://w
w
w
.kunaicho.

go.jp/

）を
見
て
く
だ
さ
い
。

詠
進
・
問
い
合
わ
せ
先　

宮
内
庁

（
〒
１
０
０
ー
８
１
１
１
宮

内
庁
）

☎
０
３（
３
２
１
３
）１
１
１
１

 

お
題
「
語
」

〒
　住
　所

　
　電 

話 

番 

号

　
　      

氏
　
　 

名

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

（
山
折
り
）

ふ
り
が
な

生
年
月
日

性

　別

職

　業

書 式 図
（ 横 　 長 ）
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筑
紫
原
爆
被
害
者
の
会

総
会
・
地
区
懇
談
会

　

原
爆
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
健

康
、
生
活
に
関
す
る
相
談
や
、
核
兵

器
廃
絶
と
平
和
の
大
切
さ
を
広
く
継

承
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
総
会

と
地
区
懇
談
会
を
行
い
ま
す
。

　
参
加
は
無
料（
昼
食
あ
り
）で
す
。

　

同
会
の
新
規
会
員
も
募
集
し
ま

す
。

対
象　
市
内
に
居
住
す
る
原
爆
被
害

者
、
原
爆
被
害
者
の
二
世
や

そ
の
家
族

日
時　
４
月
22
日
㈯

　
　
　
午
前
11
時
〜
午
後
３
時

※
午
後
か
ら
は
地
区
懇
談
会
を
行
い

ま
す
。

場
所　

大
野
城
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
２
階
多
目
的
室（
大
野

城
市
曙

あ
け
ぼ
の
町ま
ち
２
ー
３
ー
２
）

問
い
合
わ
せ
先　
筑
紫
原
爆
被
害
者

の
会　
後ご

と
う藤

☎（
９
５
２
）５
８
９
３（
F
兼
用
）

相　

談

法
テ
ラ
ス
福
岡　

無
料
法
律
相
談

　
弁
護
士
の
無
料
法
律
相
談
で
す
。

　
一
定
の
収
入
を
超
え
な
い
人
を
対

象
と
す
る
た
め
、
予
約
の
際
に
収
入

な
ど
を
尋
ね
ま
す
。

日
時　
４
月
20
日
㈭

　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

場
所　
福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局（
筑

紫
野
市
二ふ

つ
か
い
ち

日
市
中ち
ゅ
う
お
う
央
５
ー

14
ー
７
）

定
員　
６
人（
申
込
先
着
順
）

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
以
内
で

す
。

申
込
方
法　
電
話
で
予
約
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
法
テ
ラ
ス

福
岡

☎
０
５
０（
３
３
８
３
）５
５
０
２

そ
の
他

労
働
力
調
査

実
施
し
て
い
ま
す

　
総
務
省
統
計
局
と
県
は
、
毎
月
労

働
力
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
労
働
力
調
査
は
、
国
の
失
業
率
や

雇
用
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
重
要

な
統
計
調
査
で
す
。

　
調
査
員
が
皆
さ
ん
の
家
に
調
査
訪

問
す
る
際
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

調
査
期
間　
平
成
29
年
５
月
〜
９
月

調
査
地
区　
須
玖
南
２
丁
目

困ったときは消費生活センターへ
☎（584）1155（直通）

　【相談日】	毎週月〜金曜日
【時　間】	午前10時〜午後0時15分
	 午後1時〜4時
【場　所】	市消費生活センター
	 （光町1-73）

市内で多発している還付金名目の
不審電話に要注意！

　「市役所○○課の△△です。保険
料の還付について、以前封筒を送っ
ていたのですが、その後連絡が無い
ため電話をかけさせていただきまし
た。還付金の手続きはお済みです
か」「還付金の手続きは今日までで
す」「後ほど銀行協会の者から電話さ
せます」「Ａ

エーティーエム
ＴＭからお振り込みしま

すので、携帯電話を持ってＡＴＭに
行ってください」
　このような不審電話がかかってき
てはいませんか。
　犯人は、市役所職員や銀行職員な
どになりすまし、あなたをだまし、
携帯電話で指示をしながらＡＴＭを
操作させて、お金を振り込ませよう
とします。
　公的機関や金融機関が、還付金受
け取りのためにＡＴＭの操作を指示
することはありません。
　怪しい電話がかかってきたら、
いったん電話を切り、自分で調べた
公的機関や金融機関にかけなおし、
確認しましょう！
　また、最近では「還付金」という言
葉を使わず、「払い戻し」や「返金」と
いった言葉も使用します。
　不安や疑問に思うことがあれば消
費生活センターに相談してくださ
い。

問
い
合
わ
せ
先　
県
企
画
・
地
域
振

興
部
調
査
統
計
課
調
査
第
一

班
労
働
力
調
査
担
当

☎（
６
５
１
）１
１
１
１

F（
６
４
３
）３
１
９
２

住
宅
用
火
災
警
報
器

設
置
調
査
を
行
い
ま
す

　
平
成
21
年
6
月
か
ら
全
て
の
住
宅

で
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
と
な
り
ま
し
た
。

　
春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
組

合
職
員
が
、
各
家
庭
を
訪
問
し
て
設

置
調
査
を
し
ま
す
の
で
、
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

対
象　
過
去
調
査
時
不
在
だ
っ
た
住

宅

調
査
時
期　

▽
第
１
回
目
：
４
月
〜
６
月

▽
第
２
回
目
：
10
月
〜
11
月

▽
第
３
回
目
：
平
成
30
年
１
月
〜
２

月
調
査
方
法　
個
別
訪
問
し
、
設
置
状

況
を
確
認
す
る

※
聞
き
取
り
は
玄
関
口
で
行
い
、
室

内
に
立
ち
入
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

※
職
員
が
住
宅
用
警
報
器
を
販
売
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
審
な

場
合
は
、調
査
員
に
身
分
証
明
書
、

立
ち
入
り
検
査
証
の
提
示
を
求
め

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
同
消
防
本
部
予
防

課
指
導
係

☎（
５
８
４
）１
１
９
５

F（
５
８
４
）１
２
０
０

http://fukuoka.kon119.
or.jp/

△制服を着用した調査員
が訪問します



須玖南 2 ｰ120　☎（573）2431 F（584）7739

天神山 1-213　☎（593）2777 F（593）2801光町 2 ｰ180 ｰ4　☎（501）7014 F（501）7033

大土居 1 ｰ38　☎（581）5614 F（581）5616

4月の行事予定表

子育て広場
未就学児と保
護者対象。
友達づくり、
子育て情報な
どの交換の場。

ヨチヨチ広場
（0〜1歳児向け）

▶須玖：13日㈭、14日㈮
▶光町：7日㈮、26日㈬

▶毛勝：25日㈫
▶白水：20日㈭、21日㈮、26日㈬

午前11時〜
11時40分

親子サロン
（1〜3歳児向け）

▶須玖：28日㈮
▶光町：12日㈬

▶毛勝：4月はお休みです
▶白水：19日㈬ 午前10時30分〜

（1時間程度）ニコニコくらぶ
（2歳以上）

▶須玖：19日㈬、20日㈭
▶光町：13日㈭、14日㈮、27日㈭、28日㈮

▶毛勝：20日㈭、21日㈮
▶白水：13日㈭、14日㈮、27日㈭、28日㈮

1日（土） ワイワイ広場（春の卓球大会）　午後2時～3時

15日（土） トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

16日（日） 入学探検隊（新小学1年生対象）　午後2時～3時

21日（金） 楽しいおはなし会　午前11時～11時30分

22日（土） 屋上ＤＥあそぼ　午後2時～3時 ※雨天中止

23日（日） かんたんクッキング（ガトーショコラトースト）午前10時15分～正午、10人、150円 

30日（日） かんたん工作（プラバンを作ろう）　午前10時15分～正午、先着30人

1日（土） トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

9日（日） 道場やぶり（春のビンゴ大会）　午後2時～3時

15日（土） けかつ広場(入学探検隊）　午後2時〜3時

16日（日） 運動遊び(風船バレー）　午後2時～3時

22日（土） 作ってあそぼう（キラキラ☆まんげきょうを作ろう）午後2時～3時、10人 

23日（日）

かんたんクッキング（春のふわふわオムレット）　
午前10時30分～正午、10人、150円 

トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

27日（木） おはなしだいすき　午前11時～11時30分

4日（火） すぐリンピック(ワク☆ドキ　チャレンジ!!）　
午後1時30分～2時30分

5日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時～5時　※雨天中止

8日（土）
おまたせ！トランポリン　午前11時〜正午

おはなし広場　午後２時〜2時30分

12日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時～5時　※雨天中止

16日（日） 親子であそぼう　午後3時～3時20分

19日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時～5時　※雨天中止

23日（日）
楽しいクッキング（手作りウインナーでホットドッグ）　
午前10時15分～正午、12人、100円 　

トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

26日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時～5時　※雨天中止

今月の休館日

3日㈪、10日㈪、
17日㈪、18日㈫、
24日㈪、29日（土・祝）

児童
センター須玖

児童
センター白水児童

センター光町

児童
センター毛勝

▶　 の行事は、幼児も参加可（保護者同伴）▶表中の金額は参加費など▶ は申し込みが必要（4 月 14 日（金）午後5 時以降
に申し込み。受付／午後 6 時まで。電話可・小学生以上は原則として本人申し込み）▶申し込みは 1 人 1 行事まで▶天候
により、中止または変更の場合あり（事前に要問い合わせ）

1日（土） わんぱく広場(ドッジボール大会)　午後2時～3時

2日（日）

屋上であそぼう(インラインスケート)　
午後2時～3時、長めの靴下・手袋持参、貸靴26㎝まで、ス
ケート靴持参可  ※雨天中止
トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

8日（土） 道場やぶり（職員と対決）　午後2時～3時

9日（日）

屋上であそぼう(インラインスケート)　
午後2時～3時、長めの靴下・手袋持参、貸靴26㎝まで、ス
ケート靴持参可 ※雨天中止
トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

16日（日） 入学探検隊（新小学1年生対象）　　午後2時〜3時

22日（土） 作ってわくわく(ビッグシャボン玉を作ろう)　午後2時～3時 ※雨天中止

23日（日） わくわくクッキング(フルーツ大福)　午前10時15分～正午、12人、150円 
25日（火） おはなしな～に？　午前11時～11時30分
30日（日） トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上
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期　日 時　間 内　容
4月1日㈯～2日㈰

午後７時〜９時

春の星座をみよう
7日㈮〜9日㈰ 北極星をねらえ！
14日㈮〜16日㈰ おまたせ木星
21日㈮〜23日㈰ ガリレオ衛星をみよう
28日㈮〜30日㈰ 月と木星スペシャル！！

主な公共施設の連絡先
春日市役所‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（584）1111
いきいきプラザ（健康スポーツ課）‥‥‥‥‥‥‥‥☎（501）1134
いきいきプラザ（子育て支援課）‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（584）1010
いきいきプラザ（市民課西出張所）‥‥‥‥‥‥‥‥☎（501）1133
ふれあい文化センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（584）3366
市民図書館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（584）4646
男女共同参画・消費生活センター じょなさん‥‥‥☎（584）1201
奴国の丘歴史資料館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（501）1144
総合スポーツセンター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（571）3234
温水プール‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（915）3500
北スポーツセンター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（592）3600
春日警察署‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（580）0110
下白水交番‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（501）1873
春日原交番‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（581）0342
春日南交番‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（596）0380
春日・大野城・那珂川消防署‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（584）1191
火事の問い合わせ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎0180（999）888
春日那珂川水道企業団‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（571）7001
ハート館かすが‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（513）1766
教育支援センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（517）0396
福祉ぱれっと館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（575）2223
社会福祉協議会‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（581）7225
春日市北地域包括支援センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（589）6227
春日市南地域包括支援センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（595）8188
ナギの木苑‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（595）0513
シルバー人材センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（596）1826
クリーン・エネ・パーク南部‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（589）8585

6月生まれの
赤ちゃん募集（3歳まで）

※天候などにより内容が変更になる場合があります。

　白水大池公園星の館は、毎週、季節の星座や天文現象の観
望会を行っています。参加は無料で、初心者でも指導員が丁
寧に案内しますので、気軽に来館してください。

上記以外の天体観察も行っています。
昼間は太陽なども観察できます。
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赤ちゃんの氏名（ふりがな）、生年月日、住所、電話番号、市報かすが4月1日号の感想を書いて、Eメールか郵便で
送ってください。5月1日㈪（当日消印有効）までの到着分の中から抽選で決定します。送り先　市報かすが「お誕生
日おめでとう」係（〒816 ８ー５０１春日市役所）　　koho@city.kasuga.fukuoka.jp　※写真は返却できません。

主な公共施設の連絡先
春日市役所‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（584）1111
いきいきプラザ（健康スポーツ課）‥‥‥‥‥‥‥‥☎（501）1134
いきいきプラザ（子育て支援課）‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（584）1010
いきいきプラザ（市民課西出張所）‥‥‥‥‥‥‥‥☎（501）1133
ふれあい文化センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（584）3366
市民図書館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（584）4646
男女共同参画・消費生活センター じょなさん‥‥‥☎（584）1201
奴国の丘歴史資料館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（501）1144
総合スポーツセンター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（571）3234
温水プール‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（915）3500
北スポーツセンター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（592）3600
春日警察署‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（580）0110
下白水交番‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（501）1873
春日原交番‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（581）0342
春日南交番‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（596）0380
春日・大野城・那珂川消防署‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（584）1191
火事の問い合わせ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎0180（999）888
春日那珂川水道企業団‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（571）7001
ハート館かすが‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（513）1766
教育支援センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（517）0396
福祉ぱれっと館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（575）2223
社会福祉協議会‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（581）7225
春日市北地域包括支援センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（589）6227
春日市南地域包括支援センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（595）8188
ナギの木苑‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（595）0513
シルバー人材センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（596）1826
クリーン・エネ・パーク南部‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（589）8585
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平成28年4月12日生

（大谷）

⻆
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田　晴
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平成27年4月13日生

（光町）

是
これえだ

枝　陽
は る ね

音ちゃん
平成28年4月21日生
（春日原北町）

平
ひらやま

山　丈
た け る

瑠ちゃん
平成28年4月22日生

（春日）

西
にしおか

岡　幸
さ き

希ちゃん
平成27年4月23日生

（春日）

島
しまうち

内　暖
はる

ちゃん
平成28年4月26日生

（須玖南）

山
やまもと

本　蓮
れん

ちゃん
平成28年4月14日生

（宝町）

林
はやし

　幹
みきひろ

紘ちゃん
平成26年4月2日生
（下白水北）

秋
あ き た

田　悠
ゆ う と

人ちゃん
平成27年4月4日生
（上白水）

中
なかむら

村　朔
さ く と

士ちゃん
平成28年4月11日生

（天神山）
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■春日市総合情報メール

防犯・防災情報や子育て情報、健康情報な
ど11分野の行政情報を携帯電話などにメー
ル配信するサービスです。

市
報

平
成

29年
4月

1日
号

  №
1090　

発
行

／
春

日
市

〒
816−

8501 福
岡

県
春

日
市

原
町

3−
1−

5
 http://w

w
w

.city.kasuga.fukuoka.jp

編
集

／
春

日
市

 秘
書

広
報

課
 広

報
広

聴
担

当
☎

092（
584）1111（

代
表

）　
F

092（
584）1145

 info@
city.kasuga.fukuoka.jp

〈広告欄〉

■市の人口

広告に関するお問い合わせ先　㈱ホープ　☎ 092（716）1404

（2月28日現在）

この印刷物は、印刷用の紙へリサイクルできます。
春日市防災ツイッターやっています（情報発信のみ）
　　　kasuga_bousai

市
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が
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総人口 11万2897人
（前月+100）

女 5万8124人
（前月+56）

男 5万4773人
（前月+44）

世帯数 4万7674世帯
（前月+72）

増
転入 439人
出生 79人

その他 7人

減
転出 354人
死亡 71人

その他 0人

宝町子ども会小学部 6年生
ダンボールハウスでお泊まり会

　2月25日、宝町公民館で、宝町子ども会の小
学6年生19人が、ダンボールハウスを作り、そ
のまま自分たちが作ったハウスに一泊する会が
行われました。これは、児童たち自らが企画し、
お別れ会を兼ねて実現させたものです。
　当日は、春日東中のボランティアや保護者も
参加。みんなで協力しながら、自分たちで集めたダンボールを組み立てました。また、
持ち寄ったぽんぽんやシールなどでハウスを飾り付ける場面も。児童たちのこだわりの
詰まったすてきなハウスが完成しました。制作後、宿泊した児童たちは、ハウスの中で
カードゲームをしたり、これまでの思い出話に花を咲かせたりなどして楽しみました。
参加した高

たかしま
島陽

ひ な
菜さんと椿

つばき
　美

み ゆ
優さんは「壁をしっかり立たせるのが難しかったけど、

ガムテープで補強して工夫しました。壊れないか心配だったけど、みんなで作るととて
も楽しかったです」と感想を述べ、小学校最後のいい思い出となったようでした。

△完成したダンボールハウスから顔をのぞ
かせる子どもたち

まちのニュース
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